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平成21年１月６日

み̓ͤঌ民ఘ֗܁
Ⱥޯ୆ఱ学Έςーンͺςー΢Ȼ

煙メインアリーナ 約2,000㎡

（コート数：バスケットボール３面、バドミントン12面ほか）

煙サブアリーナ 約210㎡（用途：武道、ダンス、エアロビクス、研修会など）

煙トレーニング室 約320㎡（定員：50人）、ランニングコース約200ｍ

煙会議室（大小）、放送室、多目的室、選手ラウンジ、更衣室ほか

煙観客席（２階435席）

◆施設◆

オープン外

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
市
民
の
交
流
と
健
康
の
増
進
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
市
民
の
交
流
と
健
康
の
増
進
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
をを

振
興
す
る
た
め
、
『
み
ど
り
市
民
体
育
館
（
愛
称

桐
生
大
学
グ
リ
ー
ン

振
興
す
る
た
め
、
『
み
ど
り
市
民
体
育
館
（
愛
称

桐
生
大
学
グ
リ
ー
ン
アア

リ
ー
ナ
）
』
が
平
成

年
１
月
６

リ
ー
ナ
）
』
が
平
成

年
１
月
６
日日
峨峨
、、
笠
懸
町
（
阿
左
美
１
７
１
４
番
地

笠
懸
町
（
阿
左
美
１
７
１
４
番
地

2121

２
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

２
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。。

そ
こ
で
、
ま
も
な
く
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
新
体
育
館
の
概
要

そ
こ
で
、
ま
も
な
く
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
新
体
育
館
の
概
要
にに

つ
い
て

つ
い
て
ごご
紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す
。。

捌捌
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
大
間
々
庁
舎

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
大
間
々
庁
舎
））
緯緯

９
８
４
７

９
８
４
７
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◆
利
用
時
間
◆

午
前
９
時
～
午
後

時
10

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

午
前
９
時
～
午
後
９
時

分
（
休
憩
あ
り
）

30

◆
休
館
日
◆

煙
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
に
当
た
る
と

き
は
そ
の
後
の
平
日
）

煙
年
末
年
始

月

日
～
１
月
４
日

12

28

◆
受
付
場
所
・
時
間
◆

【

月
６
日

～

月

日

】

11

(木)

12

12

(金)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

９
８
４
７

(76)

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

【

月

日

～

日

】

12

15

(月)

26

(金)

煙
期
日
ま
で
に
利
用
申
請
を
し
な
い
場
合
は
仮

予
約
が
無
効
と
な
り
ま
す
。

◆
利
用
申
し
込
み
方
法
◆

【
団
体
の
登
録
】

団
体
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
は
、
希
望
に

よ
り
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
の
区
分
に
よ
り
、
予
約
の
受
付
開
始
日

が
異
な
り
ま
す
。

【
利
用
手
続
き
と
注
意
事
項
】

煙
登
録
し
た
団
体
は
、
規
定
の
期
間
に
仮
予
約

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

煙
仮
予
約
後
７
日
以
内
（
休
館
日
の
場
合
は
そ

の
後
の
平
日
）
に
、
利
用
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

煙
利
用
申
請
は
、
所
定
の
申
請
書
を
提
出
し
、

使
用
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
利
用
許
可
証

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
み
ど
り
市
民
体
育
館
内
）
緯

９
８
４
７

(76)

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
平
成

年
１
月
６
日

以
降
】

21

(火)

み
ど
り
市
民
体
育
館

緯

１
６
１
６

(77)

午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
休
館
日
を
除
く
）

予約受付開始団体の規定登録の区分

利用希望日の

３月前

団体構成人数が10人

以上かつ、その７割

以上が市内在住・在

勤もしくは通学する

者であること

市内団体

利用希望日の

１月前

登録団体のうち上記

以外の団体
市外団体

利用希望日の

14日前
崖

未登録の団体

および個人

◆施設使用料◆

１時間使用料金

（基本照明料含む）施設名／利用区分

市外市内

7,200円3,600円全面

アリーナ 2,400円1,200円１／３面

600円300円１／12面

2,000円1,000円全面サブアリーナ

①アリーナ使用料

備考料金区分

害200円初回講習券（１時間）

害200円１回利用券（１時間）

１日１回2,500円１カ月利用券（１時間）

②トレーニング室使用料

料金
区分

市外市内

400円200円会議室（１時間）

2,000円1,000円放送室（１回、１日）

③会議室などの使用料

料金
設備名など／利用区分

市外市内

200円100円
固定式バスケットゴール

（１組、１回、１日）

200円100円
バレーボール用具

（１式、１回、１日）

200円100円
ソフトバレーボール用具

（１式、１回、１日）

200円100円
バドミントン用具

（１式、１回、１日）

200円100円
卓球用具

（１式、１回、１日）

④設備・備品・器具などの使用料

新
体
育
館
の
開
館
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
は
大
間
々
庁
舎
か
ら
市
民
体
育
館

に
移
転
し
ま
す
。

移
転
後
の
大
間
々
町
内
の
体
育
施
設
に

関
す
る
利
用
手
続
き
は
、
社
会
教
育
課

緯

９
８
４
６
で
お
受
け
し
ま
す
。

(76) 月

日

12

15

(月)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
移
転
し
ま
す

完成した体育館の見学会を行います。

皆さんのご来場をお待ちしています。

▼日時 12月23日(火・祝)

午前10時～午後３時

◎今後、記念行事の開

催も予定していま

す。詳細は来月号で

お知らせします。

施設見学会を行います
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本
人
確
認
の
た
め
に
家
族
し
か
知
ら
な
い
こ

と
を
聞
く
と
「
そ
ん
な
場
合
じ
ゃ
な
い
ん
だ

よ
外
」
と
強
い
口
調
で
は
ぐ
ら
か
す
。

⑤
送
金
手
段
は
振
り
込
み
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん

宅
配
業
者
や
書
留
な
ど
を
利
用
さ
せ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

◆
疑
問
に
感
じ
た
ら
振
り
込
ま
な
い
◆

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
前
ま
で
来
て
、
電
話
相
手
の
指
示

に
従
い
通
帳
の
残
高
を
入
力
し
【
振
込
ボ
タ

ン
】
を
押
す
よ
う
言
わ
れ
た
。
疑
問
に
思
っ

た
が
、
「
迅
速
な
返
金
の
た
め
」
と
言
わ
れ

て
押
し
て
し
ま
っ
た
。

疑
問
に
感
じ
た
時
点
で
や
め
て
い
れ
ば
、
被

害
に
合
わ
ず
に
済
ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

恭
連
絡
・
相
談
先

煙
各
警
察
署
生
活
安
全
課

桐
生
警
察
署

緯

０
１
１
０

(43)

大
間
々
警
察
署

緯

０
１
１
０

(72)

煙
群
馬
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

（
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

緯
０
２
７
（
２
２
４
）
５
４
５
４

煙
群
馬
県
治
安
回
復
対
策
室

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
５
６

恭
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
豆
知
識

胸
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
手
口
の
例

「
借
金
の
返
済
」
「
事
件
や
事
故
の
示
談

金
」
「
借
金
の
保
証
人
に
な
っ
た
」
な
ど

胸
だ
ま
す
テ
ク
ニ
ッ
ク

①
事
前
に
電
話
番
号
変
更
の
連
絡
を
す
る

事
前
に
身
内
を
偽
り
「
携
帯
電
話
の
番
号
を

変
え
た
か
ら
控
え
て
お
い
て
」
と
連
絡
し

て
、
だ
ま
す
電
話
の
際
に
警
戒
感
を
持
た
れ

な
い
よ
う
に
す
る
。

②
声
の
違
い
を
病
気
を
理
由
に
ご
ま
か
す

あ
ら
か
じ
め
「
カ
ゼ
を
ひ
い
て
声
が
変
だ
と

思
う
け
ど
…
」
と
言
い
、
相
手
に
疑
問
を
持

た
せ
な
い
。

③
複
数
の
人
間
で
役
を
演
じ
る
劇
場
型

電
話
で
息
子
や
孫
役
が
話
し
た
後
、
弁
護
士

や
警
察
役
な
ど
の
偽
者
も
加
わ
り
、
も
っ
と

も
ら
し
く
話
を
進
め
る
。

※
劇
場
型
の
狙
い
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
電
話

相
手
を
変
え
る
こ
と
で
、
相
手
に
冷
静
に
考

え
る
余
裕
を
な
く
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

④
時
間
が
な
い
こ
と
を
強
調
す
る

銀
行
な
ど
の
閉
店
間
際
に
振
り
込
み
を
要
求

し
て
き
て
、
「
時
間
が
な
い
」
と
急
が
せ
る
。

⑤
本
人
確
認
を
強
い
口
調
で
ご
ま
か
す

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

恭
被
害
者
は
ど
の
よ
う
な
人

恭
心
得
・
対
処
法

振
り
込
め
詐
欺
は
、
被
害
者
の
心
理
を
巧
み

に
突
き
、
手
口
を
変
え
な
が
ら
繰
り
返
し
行
わ

れ
る
卑
劣
な
犯
罪
で
す
。

恭
還
付
金
詐
欺
が
急
増
中
で
す

振
り
込
め
詐
欺
に
は
、
【
オ
レ
オ
レ
詐
欺
】

【
融
資
保
証
金
詐
欺
】
【
架
空
請
求
詐
欺
】

【
還
付
金
詐
欺
】
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
県
・
市
町
村
・
税
務
署
・
社
会
保
険

事
務
所
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
員
な
ど
を
装
い
、
『
還

付
金
が
あ
る
か
ら
』
と
現
金
自
動
預
払
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
に
誘
導
し
て
現
金
を
だ
ま
し
取

る
【
還
付
金
詐
欺
】
の
被
害
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

※
手
口
の
内
容
と
対
応
方
法
に
つ
い
て
は
、
左

の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

恭
最
近
の
手
口

―
『
警
察
で
す
』
『
銀
行
協
会
で
す
』
―

警
察
官
や
銀
行
協
会
職
員
を
装
い
暗
証
番
号

を
聞
き
出
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま

し
取
る
新
手
の
詐
欺
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

※

月
、
桐
生
警
察
署
へ
数
日
で

件
以
上
の

10

30

手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す

―

急
増
す
る
件
数

巧
妙
に
な
る
手
口

ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

―

問い合わせ先

消費生活センター

（商工振興課内・

大間々庁舎)

緯(76)1938

～
知
っ
て
い
た
の
に
被
害
者
に
～

被
害
者
の
実
に
９
割
が
振
り
込
め
詐
欺

を
知
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
７
割
が
電

話
を
受
け
た
時
、

ま
っ
た
く
疑
わ
な

か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

★
誰
も
が
狙
わ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す

例
外
は
あ
り
ま
せ
ん

「
自
分
だ
け
は
被
害
に
遭
わ
な
い
」
と

い
う
思
い
込
み
を
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
狙
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
犯
罪

で
す
。

★
判
断
を
急
が
ず
、
ま
ず
は
相
談
を

不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
ら
、
ま

ず
は
最
寄
り
の
警
察
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ֲ

気気
を
付
け

気
を
付
け
てて
鎧鎧

振
り
込
め
詐

振
り
込
め
詐
欺欺

気
を
付
け
て
鎧

振
り
込
め
詐
欺
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●オレオレ詐欺とは？

子ども、孫、弁護士などを装

い、「会社の金の使い込み」や

「交通事故の示談金」などさま

ざまな名目で現金が『今すぐ必

要だ』と信じ込ませ、動揺に乗

じて、指定した預貯金口座へ現

金を振り込ませる手口。

オレオレ詐欺

●多発している最近の手口

①警察官・銀行協会職員をかたり、

『キャッシュカードが不正に使用さ

れている』と電話して信じ込ませ、

被害者宅まで直接カードを預かり

に行き、現金を引き出す。

②代理人を仕立てて現金を受け取る。

ニ
セ

●

『
銀
行
協
会
で
す
』

対応方法
恭電話を切った後、振り込め詐欺被害防止

ホットラインに電話するか、本人、家族、

関係者と連絡をとり確認する。

恭すぐに振り込まず、家族や信頼できる知

人、警察などに相談する。

●融資保証金詐欺とは？

実際には融資しないにもか

かわらず、融資する旨のうその

ダイレクトメール、ファクスな

どを送付して勧誘し、融資を申

し込んできた人に対し、保証金

などの名目で現金を振り込ませ

る手口。

融資保証金詐欺

●

『
低
金
利
』

対応方法
恭実在の金融機関などを装っ

ている場合もあるので注意

する。

恭有利な条件、

「90日間無利息」などを宣伝

する会社には特に注意する。

恭融資話には安易に乗らない。

恭うまい話には注意する。

『
担
保
不
要
』

●還付金詐欺とは？

社会保険事務所や税務署、Ｎ

ＴＴなどをかたり、医療費など

を還付すると告げ、ＡＴＭコー

ナーまで連れ出し、入金手続き

と見せかけ、実際にはほかの口

座へ現金を振り込ませる手口。

還付金詐欺

ニ
セ

●

対応方法
恭公共機関は、電話で還付

手続きを連絡することは

ありません。

恭ＡＴＭでは現金を受け取

ることはできません。

恭「還付金があります」と言

われても信用せず、自分

で連絡先を調べ（※）、問

い合わせる。

※うその連絡先を教えられ

て問い合わせても、正し

い確認はできません。

『
警
察
で
す
』

『
税
務
署
で
す
』

『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
す
』

『
社
会
保
険
事
務
所
で
す
』

●架空請求詐欺とは？

公共機関を装い、だまして現

金を請求したり、応じなければ

「回収員が出向く」、「延滞料が増

える」などと脅したり、少額訴訟

制度などを悪用し、不安をあお

り、現金を振り込ませる手口。

架空請求詐欺

対応方法
恭身に覚えのない場合は完

全に無視し、請求の電話

に対してもはっきり断

る。

恭発送元が「裁判所」の場合

は、放置せずに裁判所に

確認する。

（ニセの）

請求書

￥

注
意
鎧

特
に

急
増
し
て
い
る

手
口
が
コ
レ
鎧

『
も
し
も
し

オ
レ
だ
よ

助
け
て
・・・
』

『
融
資
の
た
め
、

保
証
金
を
お
支

払
く
だ
さ
い
』

（
メ
ー
ル
で
）『
サ
イ
ト

の
未
納
料
金
が
あ
り
ま

す
。払
わ
な
い
と
・・・
』

『
還
付
金
が

あ
り
ま
す
』

『
保
証
人
不
要
』
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《
税
を
考
え
る
週
間
》

月

日
峨
～

日
俄
の
期
間
は
「
税
を
考

11

11

17

え
る
週
間
」
で
す
。
今
年
は
「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際

化
と
税
」
を
テ
ー
マ
に
各
種
行
事
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
行
事
な
ど

○
中
学
生
「
税
に
関
す
る
標
語
」
展
、

小
学
生
「
税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
」
展

煙

月
５
日
我
～

日
俄
の
午
前
中

11

10

市
役
所
笠
懸
庁
舎

煙

月

日
峨
～

日
画
の
午
後
３
時
ま
で

11

11

14

市
役
所
大
間
々
庁
舎

煙

月

日
俄
～

日
画
の
午
前
中

11

17

21

市
役
所
東
庁
舎

○
中
学
生
「
税
に
関
す
る
標
語
」
展

煙

月

日
峨
～

日
俄

11

11

17

ベ
イ
シ
ア
大
間
々
店

○
平
成

年
度
納
税
表
彰
式

20

煙

月

日
峨

11

11

桐
生
商
工
会
議
所
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

○
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
研
修
会

煙

月

日
牙

桐
生
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

11

27

《
税
務
署
へ
電
話
さ
れ
る
人
へ
》

月
４
日
か
ら
電
話
に
よ
る
一
般
的
な
国
税

11
に
関
す
る
質
問
・
相
談
は
、
国
税
局
「
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
桐
生
税
務
署
の
代
表
電
話
緯

３
１
２
１
が
自
動
音
声
案
内
に
変
わ
り
ま
し

（22）た
。
操
作
は
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
税
に
関
す
る
説
明
会
》

桐
生
税
務
署
で
は
、
決
算
説
明
会
・
年
末
調

整
説
明
会
な
ど
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

場 所日 時対象者

笠懸公民館

１階交流ホール

12月２日峨
午後１時30分～営業所得者・

不動産所有者 桐生市市民文化会館

４階スカイホール

12月３日我
午後１時30分～

ＪＡぐんまみどり本所

２階会議室

12月９日峨
午後２時～

農業所得者

場 所日 時対象者

桐生税務署

４階会議室

12月10日我
午後１時30分～

記帳制度適用者

場 所日 時対象者

桐生税務署

４階会議室

12月10日我
午前10時～

19、20年分

新規課税事業者

問
い
合
わ
せ
先

桐
生
税
務
署
緯

３
１
２
１

（22）

■青色決算説明会

■白色決算説明会

■消費税決算説明会

場 所日 時対象者

笠懸公民館

１階交流ホール

11月20日牙
午後１時30分～

事 業 主
桐生市市民文化会館

４階スカイホール

11月21日画
午後１時30分～

場 所日時（受付時間）対象者

桐生市市民文化

会館

４階スカイホール

平成21年２月２日俄
午前９時～９時30分

公的年金収入の

みの人

平成21年２月２日俄
午後１時～１時30分

年末調整済給与

所得者の医療費

控除

笠懸公民館

１階交流ホール

平成21年２月３日峨
午前９時～９時30分

公的年金収入の

みの人

平成21年２月３日峨
午後１時～１時30分

年末調整済給与

所得者の医療費

控除

■年末調整説明会

■確定申告（事前還付）説明会

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾

税
源
移
譲
に
伴
い
所
得
税
が
減
額

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
か
ら

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ
な

い
場
合
は
、
申
告
す
る
こ
と
で
住
民

税
か
ら
控
除
に
な
り
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、
毎
年

申
告
が
必
要
で
す
。

○
年
末
調
整
さ
れ
る
人
は
…

住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
証
明
書

を
勤
務
先
に
提
出
す
る
前
に
必
ず

コ
ピ
ー
を
取
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
申
告
の
際
に
必
要
と
な
り
ま

す
。

○
確
定
申
告
さ
れ
る
人
は
…

確
定
申
告
を
行
う
際
に
、
住
民
税

か
ら
の
控
除
申
告
も
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
４

(76)

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人
へ

俯
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
外
俯

※決算書用紙は、確定申告書に同封となります。
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■
対
象
児
童

次
の
事
項
に
該
当
す
る
家
庭
の
小

学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の

児
童

○
保
護
者
な
ど
が
、
放
課
後
か
ら
午

後
５
時
ご
ろ
ま
で
就
労
し
て
い
る

○
病
気
や
看
護
な
ど
の
理
由
で
保
育

で
き
な
い

○
そ
の
ほ
か
保
護
者
の
事
情
に
よ
り

保
育
で
き
な
い

■
利
用
日

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
年
末
年

始
（

月

日
～
１
月
３
日
）
を

12

29

除
き
、
毎
日
利
用
で
き
ま
す
。

■
利
用
時
間

下
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
春
・
夏
・
冬
休
み

期
間
中
の
利
用
時
間
に
つ
い
て

は
、
各
学
童
保
育
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
の
配
布

月

日
俄
か
ら
各
学
童
保
育
所

11

17

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

月
１
日
俄
～

日
画
の
間
に
、

12

12

入
所
を
希
望
す
る
学
童
保
育
所
へ

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

各
学
童
保
育
所

へ
お
願
い
し
ま
す
。

申込受付時間利用時間学童保育所

煙月～金曜日（祝日は除く）…午後１時30分～５時30分

煙土曜日…午前８時30分～午後５時

※社会福祉協議会本所［緯(76)4111］でも月～金曜日は受け付

けています…午前８時30分～午後５時30分

月～金曜日

…学校終了後～午後６時30分

土曜日

…午前８時～午後５時15分

第１親老児童館

緯(76)6046

公

設

民

営

第２親老児童館

緯(76)1222

笠懸東学童クラブ

緯(76)9977

煙月～金曜日（祝日は除く）…午後１時～６時

※こじか学童クラブでも受け付けています。

笠懸北小学童クラブ

緯(76)8839

煙月～金曜日（祝日は除く）…午後１時30分～６時

煙土曜日（祝日は除く）…午前８時～午後１時

※土曜日は大間々南学童保育所のみで受け付けています。

大間々南学童保育所

緯(73)7331

大間々東学童保育所

緯(73)7555

大間々北学童保育所

緯(73)7399

月～金曜日（祝日は除く）…午後１時～６時
ちえのみ学童保育所

緯(97)3377

煙月～金曜日（祝日は除く）…午前８時30分～午後６時

煙土曜日…午前８時30分～午後３時

月～金曜日

…学校終了後～午後８時

土曜日

…午前８時～午後５時15分

こじか学童クラブ

緯(76)6508
私
立

学
童
保
育
施
設
は
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
、

介
護
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
学
校
終
了
後
に
留
守

家
庭
と
な
っ
て
い
る
児
童
を
お
預
か
り
す
る
施
設

で
す
。
平
成

年
度
の
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

21

の
で
、
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

学
童
保
育
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
の

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

平
成

年
21

※親老児童館は、平成21年度より２カ所の運営となります。

第１親老児童館（笠懸中学校西側）、第２親老児童館（笠懸図書館北側、旧分室）のいずれか、希望する方に申し

込みをしてください。どちらかに定員以上の申し込みがあった場合には、抽選となりますのでご了承ください。
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人の動き（前月比）

総 数

世帯数

男

女

53,133人

26,229人

26,904人

18,756戸

［９月末日現在］

(+36)

(+27)

(+9)

(+28)

平
成

年
度
に
採
用
す
る
市
職
員

21

の
資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
職
務
内
容

看
護
・
助
産
業
務

▼
採
用
予
定
人
員

若
干
名

▼
受
験
資
格

平
成

年
４
月
１
日

21

現
在
の
年
令
が
満

歳
未
満
の
者

35

で
、
平
成

年
３
月

日
ま
で
に

21

31

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
定
め

る
保
健
師
ま
た
は
助
産
師
の
資
格

を
取
得
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
者

▼
試
験
方
法

試
験
は
、
作
文
試

験
・
面
接
試
験
お
よ
び
身
上
調
査

に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

▼
試
験
日

平
成

年
１
月

日
蚊

21

18

▼
試
験
会
場

市
役
所
笠
懸
庁
舎

▼
給
与

み
ど
り
市
給
与
条
例
に
よ
る

▼
提
出
書
類

煙
受
験
申
込
書
（

月

日
峨
か
ら

11

25

み
ど
り
市
役
所
笠
懸
・
大
間
々
・

東
庁
舎
の
各
総
務
課
で
交
付
）

煙
住
民
票
抄
本

煙
そ
の
ほ
か

▼
受
付
期
間

月
１
日
俄
～

日
俄
（
土
・
日

12

22

曜
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

分
）

15

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
職
員
係
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

０
９
６
１

(76)

特
定
疾
患
患
者
な
ど
の
人
た
ち
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
申
請
し
て

い
な
い
人
は
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
資
格

市
内
に
住
所
を
も
つ

①
「
群
馬
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
実

施
要
綱
」
に
定
め
る
対
象
疾
病
者

②
「
同
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給

付
実
施
要
綱
」
に
定
め
る

歳
未

20

満
（
新
規
申
請
は

歳
未
満
）
児

18

童
の
対
象
疾
病
患
者

▼
見
舞
金
額

月
額
２
，
０
０
０
円

▼
支
給
方
法

年
２
回
、
金
融
機
関

指
定
講
座
へ
振
り
込
み
ま
す

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

煙
印
鑑

煙
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
ま
た
は

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
（
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
て
い

な
い
人
は
受
給
資
格
が
確
認
で
き

る
診
断
書
か
身
体
障
害
者
手
帳
）

煙
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳
（
郵
便

局
以
外
）

▼
申
請
受
付

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
笠
懸
庁
舎
）
、
大
間
々
民

生
課
福
祉
係
（
大
間
々
庁
舎
）
、

東
民
生
課
福
祉
係
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

平
成

年
度

市
職
員
（
専
門
職
）

21

該
当
者
は
手
続
き
を
お
早
め
に

特
定
疾
患
患
者
等
見
舞
金
の
支
給

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

トマトやミニトマトに大きな被害を

与える「トマト黄化葉巻病」が、一昨

年に発生してから年々被害が拡大して

います。

病気のまん延を防ぐためにも農家だ

けでなく、家庭菜園でトマトを栽培す

る人もご協力をお願いします。

【症状】新芽付近の葉の縁から色が抜

け、葉が巻き上がります。症状が進

むと株の生育が止まり、実もならな

くなります。

【原因】この病気はトマト黄化葉巻ウ

イルスによるもので、害虫の「タバ

ココナジラミ」が媒介となっていま

す。コナジラミは寒さに弱いのです

が、ハウス内や日だまりの草むらで

越冬する可能性もあります。

また、発病したトマトは次の感染源

になります。

【対処方法】栽培が終了した家庭菜園

のトマトは、地域でのまん延を防ぐ

ため放置せずに抜き取ってください。

抜き取った株は土中に埋めるか、ビ

ニール袋などで密閉し完全に枯らし

てからごみで出してください。

【問い合わせ先】

煙農林課（大間々庁舎）緯(76)1937

煙桐生地区農業指導センター

緯(76)2047

煙ＪＡぐんまみどり営農販売部

緯(30)8900

トマト黄化葉巻病
まん延防止にご協力ください
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次の方々から寄附がありました。
ありがとうございました。

煙みどり市民ゴルフ大会
実行委員会 …60,611円

あたたかい心

処
分
に
お
困
り
の
古
タ
イ
ヤ
・
廃

バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器
な
ど
の
有
料

回
収
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

月

日
蚊

12

14

午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所

市
役
所
笠
懸
庁
舎
駐
車
場

◎
通
行
ル
ー
ト
は
、
北
東
口
か
ら
入

場
し
て
庁
舎
北
側
を
回
り
、
庁
舎

前
を
西
か
ら
東
口
へ
抜
け
る
一
方

通
行
と
な
り
ま
す
。

西
口
か
ら
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
時
間
外
に
出
さ
れ
た
も
の
や
事
業

用
の
も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

▼
１
本
あ
た
り
の
各
手
数
料

お
お
む
ね
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。
回
収
日
当
日
、
現
場
で
項
目

別
の
金
額
入
り
の
領
収
書
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

※
金
額
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
８
５

(76)

家
庭
用
の
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器
を
有
料
回
収
し
ま
す

手数料種類

170円普通自動車（18インチまで）

350円２～４ｔ車・４ＷＤ車用

800円大型自動車

30円原付スクーター（小）

70円原付スクーター（大）

100円一輪車

700円農機具タイヤ（12～14インチ）

1,000円農機具タイヤ（15～18インチ）

20円自転車

無料ホイール（スチール・アルミ）

無料チェーン

手数料種類

400円消火器（小）

700円消火器（中）

1,000円消火器（大）

●バッテリー

今回は無料です（バイク用バッテ

リーは回収できません）

●タイヤ類（ホイール付も可）

●消火器

講
師

曽
根

直
樹

さ
ん

（
ひ
が
し
ま
つ
や
ま
市

総
合
福
祉
エ
リ
ア
施
設
長
）

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
共
に
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。
東
松
山
市
で
実

践
さ
れ
て
い
る
「
と
も
に
生
き
る
社

会
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

月

日
蚊

12

14

午
前

時
～
午
後
０
時

分

10

30

▼
会
場

笠
懸
公
民
館

交
流
ホ
ー
ル

※
当
日
は
障
害
児
を
お
預
か
り
す
る

保
育
室
を
設
け
ま
す
。
利
用
希
望

者
は
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

み
ど
り
市
、
み
ど
り
市
障

害
者
相
談
支
援
事
業
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

０
９
７
５

(76)

文
化
財
課
で
は
、
昨
年
か
ら
３
カ

年
計
画
で
市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
（
遺
跡
）
の
正
確
な
範
囲
を
把
握

す
る
た
め
に
市
内
全
体
を
調
査
し
、

市
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
基
礎
と
な

る
資
料
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
新
た
な
遺
跡
の
発
見
や
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
た
遺
跡
の
縮
小
も
あ
り
得

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
方
法

教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

調
査
員
が
、
農
地
や
山
林
な
ど
の

踏
査
を
行
い
ま
す
。

▼
実
施
時
期

月
下
旬
か
ら

10

▼
対
象
区
域

煙
東
町
…
草
木
・
沢
入
・
座
間
・
小

夜
戸
地
区

ほ
か

煙
大
間
々
町
…
全
地
域

▼
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
（
岩
宿
博
物
館
内
）

緯

１
９
３
３

(76)

「
と
も
に
生
き
る
社
会
」
講
演
会

開
催

―

障
害
者
と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
へ

―

遺
跡
詳
細
分
布
調
査
を
行
い
ま
す

大
間
々
町
・
東
町
で

恭
事
業
ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
出
せ
ま
せ
ん
外

会
社
・
工
場
・
小
売
店
・
飲
食
店

な
ど
か
ら
出
る
「
事
業
ご
み
」
は
、

指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
も
、
市
で
回
収
す

る
の
は
生
活
ご
み
だ
け
で
す
の
で
、

こ
れ
ら
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

事
業
主
の
責
任
で
、
市
の
許
可
業

者
に
収
集
運
搬
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ご

み
出
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

恭
生
活
ご
み
の
出
し
方

同
一
の
ご
み
を
大
量
に
出
す
と
、

事
業
ご
み
と
見
な
さ
れ
収
集
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
隣
近
所
へ
の

配
慮
と
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
規
模

に
合
っ
た
出
し
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
２

(76)

ご
み
の
出
し
方
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ

『
と
も
に
生
き
る
社
会
』
を

私
た
ち
の
ま
ち
で
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る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
作
る
。

●
期
間
中
の
啓
発
活
動

市
内
の
各
消
防
団
が
実
施
し
ま
す
。

《
防
火
パ
レ
ー
ド
》

月
９
日
蚊

11

笠
懸
・
大
間
々
・
東
の
各
地
区

《
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
》

月
９
日
蚊
～

11

日
臥

午
前
７
時
・
午
後
７
時

15（
東
町
地
区

月
９
日
蚊

午

11

前
７
時
）

※
火
災
予
防
広
報
の
た
め
の
サ
イ
レ

ン
で
す
の
で
、
火
災
と
間
違
え
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
桐
生
市
消
防
本
部
で
は
、
不
特
定

多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
事
業
所

と
駅
舎
の
査
察
な
ど
火
災
予
防
の

広
報
を
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
１

(76)

市税の収入確保と納税の公平性を保つため、差し押え後も納付の進展のないものについて不

動産の公売を行います。今回も群馬県や東毛地区の他市と合同で行います。

○公売日時 12月３日我 受付：午前11時～ 入札：午後１時30分～

○会 場 群馬県太田合同庁舎（太田市西本町60崖27）
※公売の詳しい内容については、『物件明細書』が収納対策課および大間々総務課・東総務課に

ありますので参照してください。市のホームページでもご覧になれます。

問い合わせ先 収納対策課（笠懸庁舎）緯(76)0956

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま動産公売を実施しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

備考公売保証金最低公売価額所在地地目所在地地区

２筆131,000円1,310,000円183.91㎡宅地桐生市新里町新川みどり市－１

別荘地52,000円515,000円375.00㎡原野みどり市大間々町上神梅みどり市－２

別荘地37,000円370,000円220.00㎡山林みどり市大間々町上神梅みどり市－３

別荘地19,000円184,000円154.00㎡山林みどり市大間々町上神梅みどり市－４

★公売予定物件 （みどり市分）

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
な

り
ま
す
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

注
意
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す

る
死
者
を
減
ら
し
、
家
な
ど
の
財
産

の
損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
火
の
元

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

火
災
に
注
意
鎧

～
平
成

年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
～

20

期
間

月
９
日

～

日

11

(日)

15

(土)

防
火
標
語

火
の
し
ま
つ

君
が
し
な
く
て

誰
が
す
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

早
期
設
置
に
ご
協
力
願
い
ま
す

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
低
減

の
た
め
、
昨
年
６
月
よ
り
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
未
設
置
の
住
宅
は
、

早
期
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

申請方法などについては、

お問い合わせください。

▼入居資格 おおむね60歳以

上の自立した生活のできる

人で、居住者同士で共同生

活を営め、医師の診断で感

染症などを有していない人

▼所在地 東町沢入491

▼利用料 2,000円～12,000円

※前年度の収入状況に応じて

変動します。医療費や社会

保険などの必要経費を除き

ます。

▼問い合わせ先

煙介護高齢課（笠懸庁舎）

緯(76)0974

煙大間々民生課（大間々庁舎)

緯(76)1846

煙東民生課（東庁舎）

緯(76)1847

沢入地区
共同交流生活ハウス
入居者を募集します
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芋
生
活
保
護
世
帯

▼
灯
油
券
の
金
額

１
世
帯
に
つ
き

５
，
０
０
０
円

▼
申
請
方
法

次
の
物
を
持
参
し
、

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
認
印

○
障
害
者
手
帳
・
障
害
者
年
金
証

書
・
介
護
保
険
証
な
ど
、
対
象
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
物

※
平
成

年
中
に
転
入
し
た
人
は
、

20

前
住
所
地
で
発
行
す
る
非
課
税
証

明
が
必
要
で
す
。

▼
受
付
期
間

月
１
日
俄
～
平
成

12

年
２
月

日
画

21

27

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

（
土
日
曜
日
・
祝
日
・

月

日

12

27

臥
～
１
月
４
日
蚊

)

除
く

▼
そ
の
ほ
か

煙
助
成
は
１
世
帯
に
つ
き
１
回
で
す
。

煙
２
世
帯
以
上
が
同
居
し
て
い
る
場

合
は
１
世
帯
と
見
な
し
ま
す
。

煙
灯
油
券
の
有
効
期
限
は
平
成

年
21

２
月

日
で
す
。

28

煙
平
成

年
度
限
り
の
事
業
で
す
。

20

煙
灯
油
券
は
他
人
に
譲
っ
た
り
売
っ

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

煙
灯
油
券
は
市
が
指
定
す
る
協
力
店

で
、
灯
油
購
入
代
金
の
支
払
い
に

限
り
利
用
で
き
ま
す
。

◎
灯
油
券
取
扱
協
力
店
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る
市
内

の
事
業
所
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
社
会

福
祉
課
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９

(76)

７
５
煙
大
間
々
民
生
課
（
大
間
々

庁
舎
）
緯

１
８
４
６
煙
東
民
生

(76)

課
（
東
庁
舎
）
緯

１
８
４
７

(76)

▼
対
象
世
帯

茨
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
、
市
町
村
民

税
非
課
税
の
世
帯

①
平
成

年
２
月

日
現
在
で

21

28

65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る

18ひ
と
り
親
世
帯
ま
た
は
父
母
の

い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る

世
帯

③

歳
未
満
の
未
就
労
児
童
を
３

18人
以
上
養
育
し
て
い
る
世
帯

④
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
に
該
当

す
る
人
が
い
る
世
帯

⑤
次
の
契
～
慶
の
い
ず
れ
か
の
状

態
の
重
度
障
害
者
の
い
る
世
帯

契
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

形
国
民
年
金
法
の
１
級
の
障
害

径
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

恵
療
育
手
帳
の
重
度
（
Ａ
）

慶
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

灯
油
購
入
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

～

月
１
日
受
付
開
始
～

12

棟・階（戸数）間取り家賃(一般世帯）団地名

Ｂ棟２階（１）※１２ＤＫ21,800円～36,200円大間々１丁目上原団地（大間々）

Ｃ棟３階（１）３ＤＫ14,800円～28,400円浅原田中団地（大間々）

Ａ棟３階（１）、４階（１）３ＫＡ棟10,200円～16，800円塩原下ノ台団地（大間々）

Ａ棟３階（１）
３ＤＫ

Ａ棟12,100円～20，100円
神梅第２団地（大間々）

Ｂ棟４階（１）Ｂ棟12,100円～20,100円

１階（１）※２３ＬＤＫ41,000円高街道団地（東）

（１）３Ｋ8,000円～13,200円下小池団地（東）

（１）３Ｋ9,100円～15,100円大平団地（東）

市営住宅入居者の募集
●申し込み・問い合わせ先 建設課住宅係（大間々庁舎）緯(76)1904

各募集団地とも指定がある場合を除き、申込締切りは毎週金曜日とさせていただきます。

申込者多数の場合は抽選とします。なお、入居日に関しては指定がない場合は、随時相談とさせていただきます。

※１ 申込締切 11月25日峨 午後５時15分

抽選日時・場所 11月26日我 午前９時～ 大間々庁舎

※２ 高街灯団地は、特定優良賃貸住宅の基準により認定月額が200,000円以上の世帯が対象となります。

認定月額についてはホームページをご覧になるかお問い合わせください。

青少年教育の大切さや問

題点を考える、青少年健全

育成大会を開催します。

今回は、現在問題となっ

ている携帯電話やインター

ネットの利用についての講

習会を行います。皆さんお

誘い合わせの上、ご来場く

ださい。

▼日時 11月23日(日)

午後１時30分～

▼会場 笠懸野文化ホール

▼講習会

「ネット社会にいきる

子どもたちを有害情報

から守る講習会」

▼講師 ぐんま子どもセー

フネット活動委員会

（委員長）

飯塚秀伯さん

（インストラクター）

小此木正信さん

▼問い合わせ先

社会教育課（大間々庁

舎）緯(76)9846

みどり市青少年
健全育成大会を
開催します外
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皆
さ
ん
に
公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
正
し
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

月
を
「
ね
ん
き
ん
月

11

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
に
身
近
で
大
切
な
国
民

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
。

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
高
齢
化
社
会
を
支

え
る
「
世
代
間
扶
養
」
の
し
く
み
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
働
く
世
代
が
負
担
す

る
保
険
料
が
高
齢
者
の
収
入
（
年
金
給
付
）
に
な

る
の
で
す
。

世
代
間
扶
養
の
し
く
み
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い

る
国
民
年
金
は
、
日
本
の
経
済
社
会
が
存
続
す
る

限
り
、
決
し
て
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
の
負
担
が
あ
る
の
で
、
納
め
た
保
険
料
を
上
回

る
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の
３
分
の
１
が
国

の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
（
国
の
負
担
は
平
成

年
度
ま
で
に
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

21す
）
。

長
い
老
後
を
支
え
る
安
心
の
終
身
保
障
で
す
。

国
民
年
金
は
、
生
涯
に
わ
た
り
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
不
測
の
事
態
に
も
備
え
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
一
家

の
支
え
て
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
障
害
年
金

や
、
遺
族
年
金
な
ど
を
申
請
し
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
点

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
利
点
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の
納
付
は
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
、
未
納
と
な
っ
て
い

る
人
に
対
し
て
、
群
馬
社
会
保
険
事
務
所
が
委
託

し
た
会
社
が
電
話
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
際
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
お
よ
び
国
で

任
用
し
た
国
民
年
金
推
進
委
員
が
、
国
民
年
金
制

度
の
ご
案
内
や
保
険
料
の
収
納
の
た
め
、
各
家
庭

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内
や
各
家
庭
へ
の
訪
問

は
、
平
日
だ
け
で
な
く
、
土
・
日
曜
日
や
夜
間
も

し
て
い
ま
す
。

大
切
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
、

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所
国
民
年
金
課

緯

２
３
１
２

(44)

国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

民
年
金
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

11

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
は

納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

傷つけないで、大切な人傷つけないで、大切な人をを～ＤＶについて～～ＤＶについて～
●問い合わせ先 こども課相談室（笠懸庁舎） 緯(76)0995

企画課政策調整係（笠懸庁舎）緯(76)0962

親密な関係になってしまうと、支配や暴力が見えなく

なってしまいます。先月は相手の行動でしたが、今月は

自分自身の行動をチェックしてみてください。

あなたは･･･

①デート相手が自分の意見に従わないとイライラしたり

怒ったりしますか。

②相手が自分だけでなく、ほかの人とも仲良くしている

と嫉妬して責めたりしますか。

③相手がどんな人とどんな話をしているかとても気に

なって聞いたりしますか。

④「相手に何をするか」「誰と話すか」「どこへ行く

か」「何を着るか」などについて指示し、それは相手

のためだと思っていますか。

⑤相手に向かって「俺（私）とあいつ（ときに人、物、

ことがらなど）のどっちが大事なんだ！」という言い

方をしますか。

⑥腹を立てたとき、相手の目の前で物を叩いたり、壊し

たり、投げたりしますか。

⑦腹を立てたとき、相手の腕や肩をつかんだり、押した

り、叩いたりしますか。

⑧あなた自身の問題や自分がイライラしていることを、

相手のせいだと責めますか。

⑨相手がしたことをとがめるとき、相手を叩いたりしま

すか。

⑩いつも相手をリードしなければと思っていますか。

⑪二人のことでも、相手の考えや希望を尊重しないで、

自分一人で決めることが多いですか。

⑫相手は自分より劣っていると思いますか。

⑬付き合っている相手を「自分のモノ」だと思っていま

すか。

＊＊＊ひとつでも該当する項目があったら、

自分の態度・行動を見直しましょう＊＊＊

鞄最終回鞄 自分自身の行動を確認してみましょう
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な
が
め
余
興
場

イ
ベ
ン
ト
情
報

期
日

月

日
蚊

11

23

開
演

午
後
０
時

分
30

入
場
料

無
料
（
た
だ
し
関
東
菊
花
大
会
入

園
料
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
深
沢
）
緯

７
４
１
１

(73)

期
日

月

日
臥

11

29

開
演

午
後
６
時

入
場
料

前
売
３
，
０
０
０
円

当
日
３
，
５
０
０
円

出
演
者

あ
が
た
森
魚
、
武
川
雅
寛
、

チ
ン
チ
ョ
ル
ズ

問
い
合
わ
せ
先

黄
漠
旅
団

（
須
永
）
緯
０
２
７
６

６
８
８
１

(31)

ま
た
は
（
牛
丸
）
緯

０
７
１
５

(73)

期
日

月
７
日
蚊

12

開
演

午
後
５
時
～
６
時

分
30

入
場
料

２
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

白
樺
会
（
金
子
）
緯

３
３
３
９

(72)

※
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
問
い
合
わ

せ
は
、
な
が
め
余
興
場
緯

１
９
６
８
で

(72)

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
第

回
桐
生
・
み
ど
り
地
区

11

高
等
学
校
音
楽
祭

■
あ
が
た
森
魚
コ
ン
サ
ー
ト

全
国

カ
所
縦
断
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー

60

「
惑
星
漂
流

周
年
外
」

60

■
白
樺
会

芸
能
発
表
会

ゲ
ス
ト
シ
ョ
ー「
三
笠
優
子
シ
ョ
ー
」

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

花の講座 「リースづくり」開催

富弘美術館では、美術

館をもっと身近に感じ、

楽しんでいただくため、

定期的に「花の講座」を

開催しています。

今回は「リースづくり」を行います。クリスマス用

に自分で作ったリースを飾ってみませんか。

皆さんの参加をお待ちしています。

講師 入谷貴代美 先生

日時 12月６日臥 午後１時30分～３時30分

会場 富弘美術館 レクチャー室

定員 15人（先着順）

参加費用 1,500円（材料費含む）

持ち物・服装 はさみ、ペンチ、エプロンまたは汚れ

ても良い服装（材料などは美術館で用意します）

特別展「星野富弘 ことばの雫」

好評開催中（11月30日(日)まで）
東町草木86

緯(95)6333

童謡ふるさと館では、「もしもし

亀よ、亀さんよ…」のフレーズで多

くの人に親しまれている、童謡「兎

と亀」の作詞者 石原和三郎に関す

る資料を展示しています。

12月から冬季休館になるため、公

開は11月30日蚊までです。皆さんの

来館をお待ちしています。

▼休館日

12月１日俄～平成21年２月28日臥

▼問い合わせ先

童謡ふるさと館 緯(97)3008

※冬季休館中：教育部東分室

（東公民館）緯(97)2721

《童謡ふるさと館》
冬季休館のお知らせ
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「日本の四季をうたう」

博物館内の展示物に囲まれて聴く、晩秋のサ

ロンコンサートをお楽しみください。

恭日時 11月22日臥 午後７時開演

恭定員 150人（全席自由）

恭出演 青木育代（ソプラノ）、佐藤貴子（ソ

プラノ）、田中悠一郎（ピアノ）

恭入場料 2,000円

恭主催 サロンコンサート友の会

サロンコンサート

恭期日 12月13日臥

★しめかざり作り

わらを束ねて縄を

ない、正月のしめか

ざりを作ります。手

作りのしめかざりを

飾って新年を迎えて

みませんか。

恭時間 午前９時30分～11時

恭会場 体験学習室

恭定員 先着30人

（対象：小学４年生以上）

恭申込方法 11月22日臥から電話で

★もちつき

木の臼ときねでもちつ

きをします。普通のもち

米のほか、岩宿博物館な

らではの古代米を使った

もちもつきます。

恭時間 午前11時30分～

午後１時30分

恭会場 岩宿人広場

恭定員 なし（どなたで

も参加できます）

岩宿探検隊

《しめかざり作り・もちつき》
発掘30周年を迎える笠懸町の稲荷山遺跡と関連

遺跡から出土した土器や石器などとともに、この

時期の代表的な遺跡の資料

も展示しています。

恭展示解説会

11月15・22日の各土曜日

午後２時～

岩宿大学 第５講

講座 『弥生時代研究の最前線』

講師 黒沢浩 氏（南山大学准教授）

受講希望は随時受け付けています。申込方法な

ど詳しくはお問い合わせください。

恭日時 12月７日蚊 午後１時30分～

恭会場 体験学習室

恭定員 70人（先着順）

恭受講料 1,000円（第５講単独受講の場合）

第46回企画展

『縄文ムラができるころ

－稲荷山遺跡発掘30周年－』

好評開催中 11月24日(月・祝)まで
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コノドント化石発見50周年記念・第60回企画展
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～みどり市周辺の地質から世界の化石まで(1)～みどり市周辺の地質から世界の化石まで(1)～～

●開催期間 平成21年２月１日(日)まで ●開催時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

●期間中の休館日 月曜日および祝日の振替休館（11／25・１／13）、年末年始休館（12／27～１／４）】

※ただし、11月24日と１月12日は開館します。 ●入館料 一般100円 小・中学生50円（20人以上団体割引）

●問い合わせ先 大間々博物館 緯(73)4123 ●ホームページ http://www.city.midori.gunma.jp/conodont/

1958（昭和33）年に、みどり市在住の研究者によって日本で最初にコノドント化石が発見されてから、今年でちょうど

50周年を迎えました。そこで、「コノドント館」の愛称で知られる大間々博物館では、“コノドントが泳ぐ太古の海”

をテーマに、化石となった海の生きものにスポットをあてた展示を企画しました。

化石はタイムカプセル！

皆さんは“化石”というと、どんなことを想像しますか？ 化石は、地球

のあゆみを記憶したタイムカプセルです。地球上の動植物の進化の歴史や大

昔の気候・環境など、多くの情報が化石によってもたらされています。

また、コノドントは１㎜にも満たない「微化石」ですが、現代に生きる私

たちが生活していく上で欠かせない、化石燃料と呼ばれる石油や石炭などの

資源探査に重要な役割を果たしてきました。

謎の化石コノドント

「コノドントって何ですか？」コノドント館も開館して20年になります

が、来館者から寄せられる質問の中で一番多いのが、コノドントの正体に関

する質問です。

今から150年ほど前、最初に北欧で発見されて以来、コノドントの正体は

謎に包まれたままでしたが、1983（昭和58）年にスコットランドの石炭紀（約

３億年前）の地層から、頭部にコノドント器官をもち、軟体部も保存された

細長い動物の化石が発見され、コノドントは原始的な魚類の祖先であるとさ

れました。

これにより、コノドントは現生のホソヌタウナギのような生物である可能

性が高まり、無セキツイ動物からセキツイ動物への進化の謎を解明する上で

欠かせない生きものとして注目を集めています。

今回の企画展では、太古の海の生物コノドントや三葉虫・サンゴなど、み

どり市とその周辺地域で発見された化石のほか、世界各地の化石を数多く展

示しています。コノドント館では私たちを取り巻く身近な環境や未来の地球

を考える上でとても重要な地球科学（地学）に対する理解を、これらの化石を

通して深めていただけることを願っています。この機会に、太古からのメッ

セージに耳を澄ましてみませんか。

コノドント化石の一種

太古の海を泳ぐコノドント（体長約10cm）

発見者・林信悟氏
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★
そ
の
ほ
か
の
予
定

◎
子
ど
も
映
画
劇
場

月

日
臥

午
後
２
時
～

11

15

◎
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

月

日
臥

午
前

時
～

11

22

10

◎
図
書
館
名
画
座

月

日
蚊

午
後
２
時
～

12

14

★
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

マ
ウ
ス
操
作
や
文
字
入
力
が
で
き

る
人
を
対
象
に
、
２
つ
の
講
習
を
行

い
ま
す
。

▼
会
場

２
階

第
３
会
議
室

▼
時
間

（
各
講
習
会
と
も
）

午
後
１
時

分
～
４
時

分

30

30

▼
定
員

各

人
（
先
着
順
）

18

恭
年
賀
状
と
デ
ジ
カ
メ
の
編
集

（
基
礎
編
）

デ
ジ
カ
メ
写
真
の
取
り
込
み
と
簡

単
な
画
像
編
集
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

月
２
日
峨
～
５
日
画

12

▼
テ
キ
ス
ト
代

１
，
０
０
０
円

▼
申
込
受
付

月

日
牙

11

20

午
前
８
時

分
～
（
電
話
申
込
）

30

恭
年
賀
状
と
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

テ
キ
ス
ト
「
ワ
ー
ド
２
０
０
３
基

礎
」
を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。

▼
日
時

月

日
峨
～

日
画

12

16

19

▼
テ
キ
ス
ト
代

１
，
５
０
０
円

興
資
料
の
返
却
に
つ
い
て

図
書
館
の
資
料
を
お
借
り
の
人

は
、
笠
懸
図
書
館
・
大
間
々
図
書

館
・
東
公
民
館
図
書
室
の
い
ず
れ
の

館
（
室
）
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
会

「
あ
し
の
会
」
に
よ
る
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
い
ま
す
。
お
友
だ
ち
と
一

緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

▼
日
時

月
６
日
臥

12

午
後
１
時

分
～
２
時

分

30

30

▼
場
所

集
会
室

▼
内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
大

型
紙
芝
居
・
ク
イ
ズ
な
ど

★
特
集
コ
ー
ナ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
煙
手
塚
治
虫
生
誕
80

周
年
煙
犬
の
絵
本
煙
手
作
り
カ
ー

ド
煙
ゆ
っ
く
り
お
茶
の
時
間

★
読
み
聞
か
せ

◎
あ
し
の
会

お
は
な
し
だ
い
す
き

月

日
牙

午
後
３
時
～

11

13

◎
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

絵
本
と
あ
そ
ぼ
う

毎
週
木
曜
日

午
前

時
～

11

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
使
っ

た
、
楽
し
い
読
み
聞
か
せ

★
ク
リ
ス
マ
ス
会

【
「
わ
ら
べ
の
会
」
共
催
事
業
】

大
型
紙
芝
居
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
人
形
劇
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
行
う
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
す
。
奮
っ

て
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

月

日
臥

午
後
２
時
～

12

13

▼
対
象

市
内
小
学
校
３
年
生
以
下

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

▼
申
込
受
付

月
４
日
牙

12

午
前
８
時

分
～
（
電
話
申
込
）

30

★
文
芸
講
座

大
間
々
読
書
会
連
絡
協
議
会
と
の

共
催
で
開
催
し
ま
す
。

受
講
希
望
は
電
話
ま
た
は
窓
口
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
第
２
回

月

日
臥

11

22

「
上
杉
家
の
家
老

直
江
兼
続
」

▼
時
間

午
後
２
時
～

（
受
付

午
後
１
時

分
～
）

30

▼
会
場

２
階

視
聴
覚
室

▼
講
師

太
刀
川
憲
一

氏

（
関
東
学
園
大
学
参
事
・
群
馬
県

立
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

▼
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

◎
講
演
会
や
講
習
会
で
来
館
さ
れ
る

人
は
、
な
が
め
公
園
駐
車
場
か
コ

ノ
ド
ン
ト
館
駐
車
場
な
ど
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
は
ね
た
き
橋
駐
車

場
は
期
間
に
よ
っ
て
全
面
通
行
止

め
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

★
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

◎

月

日
蚊

一
般
向
け

11

23

「
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
」

◎

月
６
日
臥

子
ど
も
向
け

12「
こ
ま
ね
こ
」

▼
時
間

両
日
と
も
午
後
２
時
～

▼
場
所

２
階

視
聴
覚
室

★
読
み
聞
か
せ

◎
わ
ら
べ
の
会

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

11

笠笠
懸
図
書

笠
懸
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日

【
資
料
整
理
日
】

月

日
画

11

28

大大
間間
々
図
書

々
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日

【
特
別
整
理
日
】

月

日
峨
～

日
画

11

11

14

【
資
料
整
理
日
】

月

日
画

11

28

東
公
東
公
民民
館
図
書

館
図
書
室室

◎
毎
週
月
曜
日

休休

館館

日日

笠
懸
図
書
館

赤
ち
ゃ
ん
の
４
カ
月
検
診
で
配

る
引
換
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

《
笠
懸
図
書
館
》

月

日
峨

11

25

《
大
間
々
図
書
館
》

月

日
牙
、

月

日
牙

11

13

12

11

午
前

時
～
（
両
館
共
通
）

10

▼
持
ち
物

絵
本
引
換
券
、

母
子
健
康
手
帳

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
トト

大
間
々
図
書
館
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群馬県アンサンブルコンテスト

群馬県吹奏楽連盟緯027(352)4905

入場料500円（全席自由）

11/22(土)

午前10時

みどり市青少年健全育成大会

みどり市社会教育課緯(76)9846
11/23(日)

午後1時30分

人権啓発フェスティバルinぐんま

「沢田知可子トーク＆コンサート」

群馬県人権男女共同参画課

緯027(226)2906 入場無料

11/27(木)

午後1時

租田正記念オーケストラコンサート

笠懸野文化ホール〔パル〕開館15周年記念事業

日時 12月７日(日)午後1時開演

市民の皆さんが手作りで行う家庭的な合唱祭です。

ご家族そろってお楽しみください。

●料金 入場無料（要整理券）

第３回みどり市合唱祭

●料金 全席指定前売2,500円(当日3,000円)

※未就学児は入場できません。

●指揮 大沢可直（指揮者＆語り）
よしなお

日時 11月16日(日)午後2時30分開演

ᚸႆ٥ɶڤ

日時 2009年1月24日(土)午後6時開演

笑点メンバーでおなじみの２人による二人会です。

●料金 全席指定 前売3,500円(当日4,000円)

※未就学児は入場できません。

みどり市笠懸寄席

ᚸႆ٥ɶڤ

林家木久扇・春風亭昇太二人会

宗次郎クラシカル・アンサンブル

日時 12月21日(日)

午後2時30分開演

音響機材を一切使用しない、完全生音コンサートで

す。至福のひとときをお楽しみください。

●料金 全席指定 前売3,000円(当日3,500円)

●出演 オカリナ／宗次郎、ヴァイオリン／今井博子

コントラバス／齋藤順、ハープ／斎藤葉

●予定曲目 土の笛のアヴェ・マリア、ふるさと、

赤とんぼ、埴生の宿 ほか

～オカリナ・エチュード～

ᚸႆ٥ɶڤ

日時 2009年3月22日(日)

午後6時開演

●料金 全席指定 前売/当日4,500円

※未就学児は入場できません。

ႆ٥ 11月29日(土)開ڼʖܭ

ᆸӝᾉ午Э9時῍ᵍ

ᩓᛅʖኖᾉ午後1時῍

小椋佳 歌談の会

◎11月の休館日 毎週月曜日（11/３・10・17・24）
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●
新
し
い
健
診
と
は
？

今
ま
で
の
健
診
は
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
目
的
で
し
た
。

新
し
い
健
診
は
、
健
診
結
果
を
も

と
に
「
今
の
か
ら
だ
の
状
態
」
を
知

り
、
「
放
っ
て
お
く
と
ど
う
な
る
の

か
」
「
防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
」
な
ど
、
具
体
的
に
行
動

を
変
え
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
す
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

血
圧
や
血
糖
値
が
ち
ょ
っ
と
高
め

と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
症
状
は
な
い

し
、
将
来
に
合
併
症
が
起
こ
る
と
い

わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
…
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

か
な
り
進
行
し
て
症
状
が
出
て
か

ら
治
療
を
始
め
て
も
、

煙
治
療
は
一
生
続
く

煙
仕
事
に
も
支
障
が
で
る

煙
医
療
費
が
か
か
る

煙
家
族
が
苦
労
す
る

な
ど
、
と
て
も
大
変
で
す
。

今
、
何
と
か
し
た
方
が
、

ず
っ
と
お
得
で
す
外

仕
事
や
家
事
、
介
護
な
ど
で
自
分

の
か
ら
だ
の
こ
と
を
考
え
て
い
ら
れ

な
い
人
、
頑
張
り
す
ぎ
て
無
理
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

今
後
も
そ
の
ま

ま
の
ペ
ー
ス
で
続
け
ら
れ
ま
す
か
？

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

自
分
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
外

●
今
だ
っ
た
ら
間
に
合
い
ま
す
外

生
活
習
慣
を
改
善
す
れ
ば
、
心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
の
合
併
症

こ
う
そ
く

な
ど
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
体
重
を
少
し
落
と
す
だ
け

で
検
査
結
果
も
改
善
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
生
活
の
こ
と
だ
け
を
考
え

る
と
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
と
い

う
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
面
倒
な
感
じ
も

し
ま
す
が
、
長
い
目
で
み
れ
ば
と
て

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

５
年
後
、

年
後
、
元
気
に
や
り

10

た
い
こ
と
が
で
き
る
人
生
を
過
ご
す

た
め
に
、
今
日
か
ら
で
も
生
活
習
慣

の
改
善
を
始
め
ま
し
ょ
う
外

～
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
外
～

①
と
り
あ
え
ず
１
カ
月
間
体
重
計
に

の
る

②
と
り
あ
え
ず
１
カ
月
間
腹
囲
を
測

る
③
１
週
間
、
万
歩
計
を
つ
け
る

④
食
べ
た
も
の
を
記
録
す
る

（
メ
モ
、
写
真
を
と
る
な
ど
）

⑤
ひ
と
口
、
５
回
多
く
か
む

⑥
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
は
商
品
の
カ
ロ

リ
ー
表
示
を
み
て
か
ら
買
う

健
康
に
気
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
の
人
生
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
す
外

※
次
号
は
、
食
事
の
と
り
方
に
つ
い

て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
の
量
の
減

少
や
骨
の
質
の
変
化
な
ど
の
た
め
弱

く
な
る
こ
と
で
、
骨
折
が
お
こ
り
や

す
く
な
る
病
気
で
す
。

骨
を
丈
夫
に
す
る
生
活
の
コ
ツ
を

学
習
す
る
「
骨
コ
ツ
学
級
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

人
30

▼
費
用

調
理
実
習
費

３
０
０
円

▼
申
し
込
み

月
５
日
画
ま
で
に

12

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

骨
コ
ツ
学
級
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
健
診
結
果
は

い
か
が
で
し
た
か
？

◎
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
る
人
・
・
・

◎
忙
し
く
て
健
康
を
考
え
る

余
裕
が
な
い
人
・
・
・

ֲ ֲ

12月11日(木) 午前９時30分～11時30分

「体を動かしましょう外 骨に響く運動のコツ」

＊動きやすい服装でお出かけください。

第１回

（運動編）

12月15日(月) 午前９時30分～午後０時30分

「手軽で簡単！

骨と体が若くなる食事のコツ（調理実習）」

＊エプロンと三角巾をお持ちください。

第２回

（食事編）

骨コツ学級の日時・内容・持参する物

桐
生
市
で
開
催
し
て
い
る
、

「
マ
マ
＆
パ
パ
教
室
～
産
後
編

～
」
に
み
ど
り
市
民
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

期
日

月
４
日
牙

12

時
間午

後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

（
受
付

午
後
１
時

分
～
）

15

会
場

桐
生
市
保
健
福
祉
会
館

（
桐
生
市
末
広
町

倆
４
）

13

対
象

生
後
３
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
親

内
容

小
児
科
担
当
医
師
に
よ

る
講
話
、
交
流
会

定
員

組
（
先
着
順
）

20

申
し
込
み

月

日
牙
ま
で
に
桐
生
市

11

27

保
健
福
祉
会
館
（
緯

１
１

(47)

５
２
）
へ
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

桐
生
市
マ
マ
＆
パ
パ
教
室

～
産
後
編
～
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受
付
時
間

午
後
１
時

分
～
２
時

15

持
参
す
る
も
の

母
子
手
帳
、
予
診
票

※
当
日
の
朝
は
体
温
を
測
り
、
予
診

票
に
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
で
も
体
温
を
測
り
ま

す
。
ま
た
、
『
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
』
を
よ
く
読
ん
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

離
乳
食
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

こ
れ
か
ら
の
食
事
の
大
切
な
基
礎
に

な
る
も
の
で
す
。
離
乳
食
に
悩
ん
で

い
る
お
母
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

か
ら
始
め
る
人
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

月

日
峨

11

25

時
間

午
後
１
時

分
～
３
時

30

（
受
付

午
後
１
時
～
）

会
場
・
申
込
先

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
も
の

母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
ふ
き
用
タ
オ
ル
、

そ
の
ほ
か
赤
ち
ゃ
ん
に
必
要
な
物

（
オ
ム
ツ
、
ミ
ル
ク
な
ど
）

※
赤
ち
ゃ
ん
は
保
育
士
や
母
子
保
健

推
進
員
が
み
ま
す
が
、
念
の
た

め
、
お
ぶ
い
ひ
も
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

対
象

平
成

年

月
～

年
５
月

19

12

20

生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
保
護
者

定
員

人
（
先
着
順
）

15

費
用

無
料

申
込
期
間

月

日
俄
～

日
画

11

10

21

（
※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時
）

30

広
報

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

10

た
「
第
２
回
み
ど
り
市
健
康
福
祉
ま

つ
り
」
の
詳
細
は
、
今
月
の
広
報
発

行
日
と
同
日
ま
た
は
そ
れ
以
降
に
毎

戸
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
実
施
予
定
期
日
・
会
場
】

月

日
蚊
・
笠
懸
公
民
館
、

11

30

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
（

・

月
の
日
程
）

11

12

・

月
の
乳
幼
児
予
防
接
種

11

12

東保健センター大間々保健センター笠懸保健センター
健康相談

（成人）

11/17俄・12/15俄12/３我12/10我期 日

午前９時30分～11時受 付

保健師相談
栄養士相談

保健師相談
栄養士相談
歯科衛生士相談

保健師相談
栄養士相談
歯科衛生士相談

内 容

離
乳
食
指
導
～
実
習
編

ぴよぴよ広場わんぱく広場乳幼児相談

大間々保健センター東保健センター笠懸保健センター会 場

11/26我・12/10我・24我12/１俄11/19我・12/17我期 日

午前９時30分～11時受 付

１歳半くらいまでの乳幼児１歳半～３歳くらいまでの幼児対 象

身体計測、育児相談、栄養相
談、歯科相談、母乳相談（要
予約）
※言葉の相談は11/26と12/24
のみ（要予約）

リズム遊び

（参加は先着15人まで）

身体計測、育児相談、栄
養相談、歯科相談、遊び
の広場、母乳相談（要予
約）

内 容

※育児相談のほか、赤ちゃんを遊ばせながらお母さん同士の交流もできます。

ポ
リ
オ

Ｂ
Ｃ
Ｇ

笠
懸倆／

我

11

12

大
間
々

／

画

11

28
／
３
我

12

第
２
回
み
ど
り
市
健
康
福
祉

ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

会
場

種
類
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▼
職
種
・
人
数

看
護
師

人
10

▼
受
験
資
格

①
当
該
職
種
の
資
格
（
免
許
）
を
有

す
る
か
、
平
成

年
４
月
ま
で
に

21

取
得
見
込
み
の
人

②
昭
和

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

48

れ
た
人

▼
試
験
期
日

月
中
旬
（
面
接
試

12

験
）
予
定

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

月

日
俄
～

日

11

10

28

画
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
用
紙
配
布
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

桐
生
厚
生
総
合
病
院

総
務
課
人
事
係
（
病
院
２
階
）

緯

７
１
６
３

(44)

恭
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
、
オ
フ
ィ

ス
２
０
０
７
を
使
用
し
ま
す
。

▼
期
日

月
８
日
俄
～

日
画

12

12

▼
コ
ー
ス
・
時
間

①
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

午
前
９
時
～

時

分

10

30

②
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

午
前

時

分
～
午
後
０
時

分

10

50

20

▼
対
象

み
ど
り
市
・
桐
生
市
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人

▼
募
集
人
数

各
コ
ー
ス

人
20

▼
受
講
料

各
コ
ー
ス
１
，
７
６
０
円

▼
申
込
方
法

月

日
我
ま
で
に

11

26

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

恭
勤
労
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
ｐ
、
オ
フ
ィ
ス

２
０
０
３
を
使
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

必
要
な
文
書
作
成
の
技
術
・
パ
ソ
コ

ン
の
基
礎
か
ら
学
習
し
ま
す
。

▼
期
間

月

日
～
平
成

年
１

11

20

21

月

日
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日

29
（
全

回
・
※
休
講
日

月

16

11

24

日
、

月

日
・

日
、
平
成

12

29

31

21

年
１
月
１
日
・
５
日
・

日
）

12

▼
時
間

午
後
６
時

分
～
８
時

分

45

45

▼
対
象

み
ど
り
市
・
桐
生
市
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人

▼
募
集
人
数

人
（
先
着
順
）

20

▼
受
講
料

１
１
，
５
５
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
申
込
方
法

月
７
日
画

午
前

11

９
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
共
通
項
目
】

▼
受
付
日
時

月
～
金
曜
日
（
祝
日

除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先

桐
生
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

緯

２
１
０
１

(54)

恭
職
業
訓
練
生
１
月
生

▼
対
象

再
就
職
の
希
望
者

▼
訓
練
科
・
定
員

煙
テ
ク
ニ
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科

人
15

煙
機
械
加
工
技
術
科

（

歳
以
下
）

人

35

15

煙
制
御
技
術
科
（

歳
以
下
）

人

35

20

煙
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
科

人
20

煙
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科

人
15

煙
電
気
・
通
信
施
工
技
術
科

人
15

煙
生
産
経
営
実
務
科

人
15

▼
訓
練
期
間

平
成

年
１
月
６
日
～
６
月

日

21

29

▼
費
用

授
業
料
無
料
。
た
だ
し
、

教
科
書
代
と
し
て
１
～
３
万
円

▼
願
書
受
付
期
限

月

日
我

11

26

▼
入
所
選
考

月
３
日
我

適
性
検
査
と
面
接

12
▼
申
し
込
み
先

桐
生
公
共
職
業
安
定
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
職
業
能
力

開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

緯
０
２
７
（
３
４
７
）
３
７
３
６

県
立
農
林
大
学
校
生

県
立
農
林
大
学
校
で
は
平
成

年
21

４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集

煙
農
業
経
営
学
科
４
コ
ー
ス

（
野
菜
コ
ー
ス
、
花
き
・
果
樹

コ
ー
ス
、
酪
農
肉
牛
コ
ー
ス
、
社

会
人
コ
ー
ス
）

煙
農
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
コ
ー
ス

（
農
業
コ
ー
ス
、
森
林
・
環
境

コ
ー
ス
）

▼
願
書
受
付
期
間

月

日
我
～

月
２
日
峨

11

19

12

▼
試
験
日

月

日
臥

12

13

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
農
林
大
学

校
（
高
崎
市
箕
郷
町
西
明
屋
１
０

０
５
）

緯
０
２
７
（
３
７
１
）
３
２
４
４

桐
生
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

桐
生
厚
生

総
合
病
院
職
員

群
馬
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
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楽
し
い
企
画
や
発
表
が
も
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

月

日
画
・

日
臥

11

28

29

午
前
９
時

分
～
午
後
３
時
（
両
日
）

30

▼
場
所

群
馬
県
立
渡
良
瀬
養
護
学

校
（
笠
懸
町
鹿
２
８
１
２
）

▼
内
容

煙
児
童
生
徒
の
作
品
展
示

煙
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
公
開

（
催
し
物
・
販
売
・
ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど
）

煙
市
内
の
特
別
支
援
学
級
児
童
生
徒

の
作
品
展
示

煙
同
窓
会
の
作
品
展
示
・
販
売

煙
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
バ
ザ
ー
・
作
品
展
示

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
立
渡
良
瀬
養
護
学
校

緯

７
３
２
１

(76)
一
日
公
庫
融
資
相
談
会

市
内
の
商
工
会
で
は
、
年
末
の
資

金
需
要
を
控
え
、
事
業
者
を
対
象
に

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業

部
に
よ
る
「
一
日
公
庫
融
資
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
相
談
会
で
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
・
会
場

煙

月

日
峨

大
間
々
町
商
工
会

11

18

煙

月

日
牙

笠
懸
町
商
工
会

11

20

※
東
町
の
商
工
業
者
に
つ
い
て
は
、

大
間
々
町
商
工
会
の
会
場
で
対
応

し
ま
す
。

▼
時
間

午
前

時
～
午
後
３
時

10

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
大
間
々
町
商
工
会
緯

６
６
１
１

(73)

煙
東
町
商
工
会
緯

２
２
０
１

(97)

煙
笠
懸
町
商
工
会
緯

２
５
０
７

(76)

月
の
介
護
予
防
教
室

12
歳
以
上
の
会
場
ま
で
来
ら
れ
る

65
人
が
対
象
で
す
。

恭
笠
懸
地
区
《
元
気
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
７
区
（
バ
ン
ビ
サ
ロ
ン
）

月
２
日
峨

12
煙
３
区
（
わ
か
ば
サ
ロ
ン
）

月
３
日
我

12
煙
４
区
（
竹
の
子
サ
ロ
ン
）

月

日
我

12

10

煙
１
区
（
つ
く
し
サ
ロ
ン
）

月

日
画

12

12

煙
５
区
（
か
た
く
り
サ
ロ
ン
）

月

日
牙

12

25

煙
２
区
（
赤
城
サ
ロ
ン
）

月

日
画

12

26

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

（
受
付

午
前
９
時

分
～
）

30

▼
場
所

各
行
政
区
公
民
館

▼
参
加
費

１
０
０
円

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
（
笠
懸
）

緯

４
１
１
１

(76)

恭
大
間
々
地
区
《
い
き
い
き
教
室
》

▼
開
催
場
所
・
期
日

煙
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

月
５
日
画
・

日
画

12

19

煙
福
岡
地
区
中
央
公
民
館

月

日
画

12

12

煙
塩
原
公
民
館

月

日
画

12

26

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

▼
参
加
費

内
容
に
よ
り
実
費
徴
収

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
大
間
々
支
所

緯

４
０
５
４

(72)

恭
東
地
区
《
遊
ビ
リ
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
沢
入

月
３
日
我

12

煙
小
夜
戸

月
８
日
俄

12

煙
花
輪
３
区

月

日
牙

12

11

煙
草
木

月

日
俄

12

15

煙
花
輪
１
区

月

日
牙

12

18

▼
時
間

午
後
１
時

分
～
３
時

30

▼
場
所

各
集
会
所
ま
た
は
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

１
５
０
円

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
東
支
所

緯

２
８
２
８

(97)
弁
護
士
無
料
電
話
相
談

借
金
・
相
続
・
離
婚
・
交
通
事

故
・
悪
質
商
法
・
不
動
産
ト
ラ
ブ

ル
・
債
権
回
収
な
ど
、
法
律
問
題
に

つ
い
て
、
弁
護
士
が
無
料
で
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
受
付
日

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
後
１
時
～
４
時

※
相
談
時
間
は

分
程
度

10

▼
相
談
先

群
馬
弁
護
士
会
（
専
用
回
線
）

緯
０
２
７
（
２
３
３
）
９
３
３
３

渡
良
瀬
養
護
学
校

学
習
発
表
会
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裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

恭
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
ま
で

○
来
年
の
５
月

日
か
ら
裁
判
員
制

21

度
が
始
ま
り
ま
す
。
裁
判
員
は
、

選
挙
権
を
有
す
る
人
（
衆
議
院
議

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

人
）
の
中
か
ら
、
く
じ
に
よ
り
無

作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

○
広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
そ
の
良

識
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う

裁
判
員
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
法
律

上
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
義
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国

民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
著
し
く
大

き
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
回
避
す

る
た
め
、
法
律
や
政
令
で
辞
退
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
事
由

を
定
め
て
い
ま
す
。

○
辞
退
の
申
し
立
て
に
対
す
る
判
断

は
、
各
裁
判
員
候
補
者
の
個
別
事

情
に
応
じ
国
民
の
皆
さ
ん
の
社
会

経
済
生
活
の
実
情
に
沿
っ
て
適
切

か
つ
柔
軟
に
、
で
き
る
限
り
事
前

に
行
う
こ
と
で
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
名
簿
記
載
通
知
に

同
封
さ
れ
る
調
査
票
や
選
任
手
続

期
日
の
お
知
ら
せ
（
呼
出
状
）
に

同
封
さ
れ
る
質
問
票
は
、
裁
判
員

候
補
者
の
事
情
を
早
期
に
お
尋
ね

す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
用
に
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
を
避

け
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ご
記

入
、
ご
返
送
に
つ
き
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

恭
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の

お
知
ら
せ

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ

た
人
に
は
、
そ
の
旨
の
通
知
書
や
調

査
票
な
ど
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼
送
付
時
期

月
下
旬
～

月
上
旬

11

12

◎
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

煙
裁
判
所
か
ら
、
電
話
に
よ
る
照
会

や
裁
判
員
制
度
に
関
し
て
金
銭
な

ど
の
授
受
に
関
す
る
連
絡
は
一
切

し
ま
せ
ん
。

煙
不
審
な
電
話
や
郵
便
物
が
届
い
た

場
合
、
裁
判
所
に
確
認
の
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
時
期
に
検
察
審
査
員
候

補
者
に
対
し
て
も
同
様
の
通
知
書

な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所

緯
０
２
７
（
２
３
１
）
４
２
７
５

煙
総
務
課
庶
務
係
（
内
線
５
１
２
）

煙
刑
事
訴
訟
事
務
室
裁
判
員
係

（
内
線
４
１
５
）

煙
前
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

（
内
線
４
７
０
・
４
７
１
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

協
会
中
部
支
部
主
催
の
教
室
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

月

日
蚊

午
前
９
時

11

23

分
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

30
▼
集
合
場
所

な
が
め
西
駐
車
場

（
大
間
々
駅
南
側
踏
切
を
越
え
た

左
側
、
な
が
め
余
興
場
隣
）

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
場

大
間
々
町
な
が
め
周
辺

高
津
戸

峡
遊
歩
道

▼
参
加
費

５
０
０
円
（
保
険
料
）

※
暖
か
い
飲
物
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

後
）
・
お
菓
子
付
き

▼
定
員

人
50

▼
申
込
受
付
開
始

月

日
俄

11

10

※
当
日
受
付
も
可
能

▼
後
援

み
ど
り
市
教
育
委
員
会
、

上
毛
新
聞
社

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

秋
山
賢
一

緯
・
胃
０
２
７
０
(61)

８
５
８
７
ま
た
は
０
８
０
（
２
０

８
５
）
１
７
３
６

恭
こ
れ
か
ら
の

市
町
村
を
考
え
る
連
続
講
演
会

平
成

年
３
月
の
合
併
新
法
の
失

22

効
期
限
が
迫
る
中
、
住
民
や
市
町
村

が
将
来
の
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
る
契
機
と
す
る
た
め
に
、
地
方

自
治
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

月

日
牙

11

20

午
後
２
時
～
３
時

分
30

▼
会
場

館
林
市
文
化
会
館

応
援
団
員
募
集
中
鎧

新
た
な
団
員
勧
誘
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

入
団
申
込

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

広
域
調
整
室
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
５
９

(76)

お
ー
は
し
る
い

さ
ん

漫
画
家

私
は
み
ど
り
市
東
町
（
旧
東
村
）

で
生
ま
れ
、

歳
の
春
ま
で
を
過
ご

14

し
ま
し
た
。
今
は
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
杲
小
学
校
出
身
で
す
。

ひ

の

で

私
は
、
小
学
校
の
校
庭
の
目
の
前

に
見
え
る
渡
良
瀬
川
が
大
好
き
で
し

た
。
中
庭
の
金
網
に
は
り
つ
い
て

ぼ
ー
っ
と
川
を
眺
め
る
の
が
日
課
で

し
た
。
子
供
だ
け
で
勝
手
に
川
で
遊

ん
で
は
い
け
な
い
と
両
親
に
も
先
生

に
も
言
わ
れ
て
い
た
の
に
学
校
帰
り

に
こ
っ
そ
り
何
人
か
の
友
達
と
川
原

へ
行
っ
て
は
遊
び
、
一
度
は
見
つ

か
っ
て
と
て
も
怒
ら
れ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。
今
考
え
れ
ば
ダ
ム
の
放
水

も
あ
る
し
、
確
か
に
危
険
だ
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
学
校
行
事
で

渡
良
瀬
川
で
泳
げ
る
と
聞
い
た
時
に

は
す
ご
く
う
れ
し
く
て
、
前
の
日
は

興
奮
し
て
あ
ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
今
で
も
時
々
あ
の

風
景
が
見
た
く
な
り
ま
す
。
見
上
げ

れ
ば
ぐ
る
っ
と
山
に
囲
ま
れ
た
空
。

目
の
前
に
渡
良
瀬
川
。
ぜ
い
た
く
な

光
景
で
す
。

先
日
、
童
謡
ふ
る
さ
と
館
に
て
私

の
マ
ン
ガ
の
原
画
展
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
、
何
度
か
会
場
に
お
邪
魔
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
各
地
か
ら
い
ろ

ん
な
方
に
見
に
来
て
い
た
だ
い
た
よ

う
で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
な
に

よ
り
、
版
画
展
を
実
現
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
「
図
書
館
で
私
の
本
を

読
ん
で
く
れ
て
い
る
地
元
の
子
供
た

ち
」
が
喜
び
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
本

を
読
ん
で
く
れ
た
ら
な
あ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
好
き
な
渡
良
瀬
川
の
水
を
湛
え

た

た

た
草
木
ダ
ム
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
ふ

る
さ
と
館
で
今
私
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
感
動
し

て
い
ま
す
。
渡
良
瀬
川
が
い
つ
ま
で

も
そ
の
美
し
い
姿
を
ふ
る
さ
と
に
残

し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

～
応
援
団
員
の
み
ど
り
市
へ
の
思
い
や
活
動
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
～

⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂

みみ
ど
り
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

団
員
メ
ー

み
ど
り
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

団
員
メ
ー
ルル

地
方
自
治
に
関
す
る

講
演
会
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小
ホ
ー
ル
（
館
林
市
城
町
３
倆
１

緯
０
２
７
６

４
１
１
１
）

(74)

▼
内
容

《
演
題
》
地
方
分
権
改
革
と
市
町
村

の
あ
り
方

《
講
師
》
辻

琢
也

（
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
）

▼
参
加
方
法

参
加
希
望
者
は
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

住
ま
い
の
市
町
村
名
と
氏
名
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
定
員

先
着
３
０
０
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
総
務
部
市
町
村
課

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
２
１
２

胃
０
２
７
（
２
４
３
）
２
２
０
５

Ｅ
メ
ー
ル

s
i
c
h
o
u
s
o
n
@
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p

学
校
卒
業
・
退
職
後
、
ま
た
は
離

職
後
に
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
、

働
く
こ
と
に
自
信
や
意
欲
が
な
く
悩

ん
で
い
る
若
者
に
対
し
、
職
業
的
・

社
会
的
自
立
を
図
る
た
め
の
相
談
・

支
援
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
本
人
の

ほ
か
、
ご
家
族
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
所
時
間

午
前

時
～
午
後
６

11

時
（
休
館
日

水
・
日
曜
日
、
祝

日
、
土
曜
日
の
み
要
予
約
）

▼
内
容

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
セ

ミ
ナ
ー
や
仕
事
体
験
な
ど
個
別

的
・
継
続
的
支
援

▼
所
在
地
・
問
い
合
わ
せ
先

ぐ
ん

ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

前
橋
市
千
代
田
町
２
倆
５
倆
１

緯
・
胃
０
２
７
（
２
３
３
）
２
３

３
０

中
小
企
業
共
済
制
度

恭
小
規
模
企
業
共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小
規

模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
に
国
が
つ

く
っ
た
退
職
金
制
度
で
、
個
人
事
業

主
ま
た
は
会
社
な
ど
の
役
員
の
人
が

事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
し
た
場

合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建

を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
お
く
も
の
で
す
。

▼
制
度
の
特
徴

煙
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
。

煙
受
け
取
る
共
済
金
は
、
退
職
所
得

扱
い
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
の
雑

所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

▼
加
入
申
し
込
み
先

商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
青
色
申

告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
窓
口

恭
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
中
小

企
業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ
く
っ
た

共
済
制
度
で
、
取
引
先
の
突
然
の
倒

産
が
原
因
で
経
営
悪
化
の
機
器
に
直

面
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
資
金
を

借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
制
度
の
特
徴

煙
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立

て
掛
金
の

倍
の
範
囲
内
（
最
高

10

３
，
２
０
０
万
円
）
で
被
害
額
相

当
の
共
済
金
が
借
り
入
れ
可
能
。

煙
税
法
上
、
毎
月
の
掛
金
も
必
要
経

費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

▼
加
入
申
し
込
み
先

商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
金
融
機

関
の
本
支
店
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

経
営

安
定
再
生
部
共
済
普
及
課

緯
０
３
（
５
４
７
０
）
１
５
４
０

胃
０
３
（
５
４
７
０
）
１
５
４
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
m
r
j
.
g
o
.
j
p
/

k
y
o
s
a
i
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道

恭
上
神
梅
駅

登
録
有
形
文
化
財

登
録
記
念
き
っ
ぷ
販
売
中

足
尾
鉄
道
の
大
間
々
～
神
戸
間
の

開
業
と
と
も
に
大
正
元
年
に
開
設
さ

れ
た
上
神
梅
駅
の
駅
舎
が
、
７
月
８

日
、
駅
本
屋
と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を

合
わ
せ
て
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
で
は
、
こ
れ

を
記
念
し
て
、
同
駅
の
入
場
券
と
乗

車
券
を
セ
ッ
ト
に
し
た
記
念
切
符
を

制
作
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
名
称

「
上
神
梅
駅

登
録
有
形

文
化
財

登
録
記
念
き
っ
ぷ
」

▼
発
売
額

１
組
７
９
０
円
（
硬
券

３
枚
組
＋
特
製
台
紙
つ
き
）

▼
発
売
枚
数

１
，
０
０
０
組

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
発
売
場
所

相
老
・
大
間
々
・
通
洞
の
各
駅

▼
問
い
合
わ
せ
先

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
営
業
企
画
課

緯

２
１
１
０

（73）
検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人

は
検
察
審
査
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先

太
田
検
察
審
査
会

（
前
橋
地
方
裁
判
所
太
田
支
部

内
）
緯
０
２
７
６

７
７
５
１

(45)

警
察
か
ら
お
知
ら
せ

恭
空
き
家
、
空
き
倉
庫
・
工
場
を

お
持
ち
の
人
へ

不
審
者
の
侵
入
や
犯
罪
に
利
用
さ

れ
な
い
た
め
に
、
定
期
的
な
点
検
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
不
審
な
点
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
桐
生
警
察
署

緯

０
１
１
０

(43)

煙
大
間
々
警
察
署

緯

０
１
１
０

(72)

桐生八木節交流広場

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環

で、桐生市からのお知らせを掲載しています。

あーとほーる鉾座（桐生市本町４）内に八木節交

流広場がオープンしました。

年間を通じて、八木節の公開練習や実演を見学で

きるほか、音頭やお囃子、踊りの指導なども行いま

す。入場は無料です。

▼開催日時 原則、毎月第１土曜日および毎週日曜

日の午前10時～午後３時

▼11・12月の開催日程

▼問い合わせ先

桐生市観光交流課 緯(46)1111（内線366）

9日(日)、16日(日)、23日(日)、30日(日)11月

6日(土)、14日(日)、21日(日)12月

ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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わ
た
し
の
だ
い
す
き
な
お
と
う
さ
ん

あ
ず
ま
小
学
校
一
年

青
木
愛
莉
さ
ん

あ

い

り

「
お
き
ろ
ー
。
」

ま
い
あ
さ
、
お
と
う
さ
ん
の
こ
え

で
、
わ
た
し
は
、
お
こ
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
も
、
や
す
み
の
ひ
は
、
わ
た

し
の
ほ
う
が
は
や
く
お
き
る
の
で
、

お
と
う
さ
ん
が
お
き
て
く
る
の
を

ま
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
お
こ
さ
れ

て
い
る
か
ら
、

「
お
き
ろ
ー
。
」
っ
て
お
こ
し
ち
ゃ

お
う
か
な
っ
て
お
も
う
け
ど
（
し
ご

と
で
つ
か
れ
て
い
る
の
か
な
。
）

（
き
の
う
、
お
さ
け
を
の
み
す
ぎ

ち
ゃ
っ
た
の
か
な
。
）
っ
て
お
も
う

と
、
お
こ
す
の
が
か
わ
い
そ
う
に
な

り
ま
す
。
あ
ま
り
お
そ
い
と
、
お
な

か
の
う
え
に
の
っ
て
お
こ
し
ま
す
。

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
、
や
さ

し
く
て
、
ち
か
ら
も
ち
で
す
。
く
る

ま
で
ね
て
い
て
も
ち
ゃ
ん
と
ベ
ッ
ド

に
は
こ
ん
で
く
れ
る
し
、
い
も
う
と

と
ふ
た
り
い
っ
し
ょ
に
だ
っ
こ
し
て

く
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
た
ま
に
、
お

と
う
さ
ん
が

「
こ
し
が
い
て
ー
。
」

と
い
う
と
、
せ
な
か
を
も
ん
で
あ
げ

た
り
、
か
た
を
た
た
い
て
あ
げ
た
り

し
ま
す
。
お
と
う
さ
ん
は
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
も
、
す
ご
く
じ
ょ
う
ず
で

す
。
で
も
、
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
い
る

と
、
お
か
あ
さ
ん
に
、

「
い
い
か
げ
ん
に
し
な
。
」

っ
て
い
っ
し
ょ
に
お
こ
ら
れ
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
あ
い
だ
も
、
か
わ
に
つ
れ
て

い
っ
て
く
れ
て
、
さ
か
な
と
り
を
し

ま
し
た
。
わ
た
し
が
、
さ
か
な
を
つ

か
ま
え
る
と
う
れ
し
そ
う
に

「
は
い
、
こ
っ
ち
む
い
て
。
」

と
い
っ
て
、
し
ゃ
し
ん
を
と
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
は
、
い
つ
も
し
ゃ
し

ん
か
ビ
デ
オ
を
と
っ
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
が
う
ま
れ
た
ば
か
り
の
と
き

の
ビ
デ
オ
も
あ
り
ま
す
。
「
た
の
し

ん
で
い
る
か
お
」
「
お
こ
っ
て
い
る

か
お
」
「
な
い
て
い
る
と
き
の
か

お
」
い
ろ
い
ろ
な
わ
た
し
が
う
つ
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
と
う
さ
ん

が
と
っ
て
く
れ
た
ビ
デ
オ
を
み
る
の

が
と
て
も
た
の
し
み
で
す
。

お
と
う
さ
ん
は
、
お
こ
る
と
す
ご

く
こ
わ
い
け
ど
、
し
ご
と
で
つ
か
れ

て
い
る
の
に
、
い
つ
も
わ
ら
っ
て
、

「
あ
そ
ぼ
。
」

っ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
や

さ
し
い
お
と
う
さ
ん
が
、
わ
た
し
は

だ
い
す
き
で
す
。
い
つ
も
、
あ
り
が

と
う
。

ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん

大
間
々
東
小
学
校
二
年

澁
谷
龍
海
さ
ん

た

つ

み

ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
は
、
し
ょ
く

に
ん
さ
ん
で
す
。
や
ね
や
か
べ
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
夏
は
、
や
ね
の
上

が
あ
つ
く
て
、
め
だ
ま
や
き
が
や
け

る
く
ら
い
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
ほ
ん
と
う
に
め
だ
ま
や
き
が

や
け
る
の
か
見
た
い
で
す
。
や
け
た

ら
ち
ょ
っ
と
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

し
ご
と
が
い
そ
が
し
い
か
ら
か
え
っ

て
く
る
の
が
お
そ
い
と
き
も
あ
り
ま

す
。
日
曜
日
も
、
し
ご
と
の
と
き
が

あ
り
ま
す
。
で
も
、
休
み
の
と
き

は
、
い
っ
し
ょ
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

く
れ
ま
す
。
ボ
ー
ル
の
け
り
か
た

や
、
シ
ュ
ー
ト
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し

て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
お
と
う
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
サ
ッ
カ
ー
を
す
る

の
が
大
す
き
で
す
。
だ
か
ら
、
日
曜

日
が
休
み
じ
ゃ
な
い
と
き
は
、
が
っ

か
り
し
ま
す
。
だ
け
ど
、
ぼ
く
た
ち

が
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
、
ゲ
ー
ム
で

あ
そ
ん
だ
り
で
き
る
の
は
、
お
と
う

さ
ん
が
し
ご
と
を
し
て
、
お
金
を
も

ら
っ
て
き
て
く
れ
る
か
ら
だ
よ
と
、

お
か
あ
さ
ん
は
い
っ
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
そ
れ
を
き
い
て
、
あ
り
が

た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
は
、
た
ば
こ
を
す
っ

て
い
ま
す
。
た
ば
こ
を
す
う
と
び
ょ

う
き
に
な
っ
て
、
し
ご
と
も
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ぼ
く
と

サ
ッ
カ
ー
の
れ
ん
し
ゅ
う
も
で
き
な

く
な
る
か
ら
、
た
ば
こ
を
す
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
む
り
を
し
な
い
で
、

し
ご
と
を
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

月

日
、
な
が
め
余
興
場
で
み
ど
り

月

日
、
な
が
め
余
興
場
で
み
ど
り
市市
連
合
連
合
婦
人
会
主
催
の

婦
人
会
主
催
の

11010

1111

「
父父
の
日
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
父
の
日
作
文
の
表
彰
式
が
行

「
父
の
日
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
父
の
日
作
文
の
表
彰
式
が
行
わわ

れ
まま
し
た
。
今
月
号
よ
り
最
優
秀
賞
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す

れ
ま
し
た
。
今
月
号
よ
り
最
優
秀
賞
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。。

父
の
日
作
文

父父
の
日
作

父
の
日
作
文文
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災害時の救援物資提供協定

有事に備えて締結

芸能発表会で大にぎわい

みどり市連合消防団

秋季消防点検、挙行
市指定重要無形民俗文化財

横町太々神楽の奉納演舞

10月１日、市役所笠懸庁舎

で、みどり市と飲料メーカー

の三国コカ・コーラボトリン

グの間で、大規模災害が起き

た際に同社東毛支店が保有す

る飲料水を優先的に供給する

災害時の救援物資提供協定が

締結されました。

10月19日、大間々地域芸術

文化祭の芸能発表会が開催さ

れ、会場のながめ余興場は大

にぎわいでした。

当日は41団体が出演し、吹

奏楽や日本舞踊、フラダンス

などさまざまな種目でその腕

前を披露していました。

10月19日、競艇場の駐車場で、みどり市連合消防団に

よる秋季消防点検が挙行されました。

当日は、姿勢服装点検や部隊訓練、ラッパ隊のラッパ

吹奏、そして今年の夏に桐生広域支部の代表として県の

競技会に出場し４位に入賞した大間々第４分団によるポ

ンプ操法も行われました。また、大間々南幼稚園の幼年

消防クラブ鼓笛隊や、笠懸北保育園のミニポンプ操法な

ど、子どもたちによる演技も行われました。火災の増え

る季節の到来に備えた訓練の成果が示されました。

10月18日・19日の両日、

笠懸町の横町秋葉神社で横

町太々神楽の奉納演舞が行

われました。本祭の19日は

「猿田彦之舞」などの８つ

の演目に、集まった地元の

人たちは郷土の伝統芸能を

楽しんでいました。

大間々地域芸術文化祭

市内の幼稚園・保育園

元気いっぱいの運動会
10月、市内各所の幼稚

園と保育園で運動会が行

われました。

保護者が見守る中、園

児たちは園庭内でかけっ

こやお遊戯などいろいろ

な種目で元気いっぱいの

姿を見せていました。

追悼の誠を捧げました

みどり市戦没者追悼式
9月25日、ながめ余興場（大

間々町）で、戦没者追悼式が

開催されました。式典は、

「みたま」迎えから始まり、

追悼の辞、遺族会や笠懸吟詠

会による献詠が捧げられ、先

の大戦における戦没者に対

し、追悼の誠を捧げました。
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西
鹿
田
中
島
遺
跡
と
中
島
の
薬
師
如
来

俯
古
代
の
移
り
変
わ
り
を
示
す
遺
跡
と
戦
国
期
の
薬
師
様
俯

No.24

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り

2008年（平成20年） 11月号 （26）

笠
懸
町
西
鹿
田
中
島
地
区
は
、
西
は
伊
勢
崎
市
、

北
は
桐
生
市
新
里
町
に
接
し
て
い
ま
す
。
鹿
田
山
の

西
側
で
水
田
地
帯
と
早
川
と
に
挟
ま
れ
た
小
高
い
台

地
の
上
に
立
地
す
る
さ
ま
が
、
水
田
に
浮
か
ん
だ
小

島
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
旧
小
字
名
の
「
中

島
」
も
こ
こ
か
ら
来
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
西
鹿
田
中
島
遺
跡

（
国
指
定
史
跡

平
成

年
９
月

日
指
定
）

16

30

西
鹿
田
中
島
遺
跡
は
、
戦
前
か
ら
知
ら
れ
た
遺
跡

で
、
大
間
々
共
立
学
校
の
教
師
だ
っ
た
岩
澤
正
作
氏

に
よ
り
、
当
時
最
古
と
さ
れ

た
縄
文
土
器
の
採
集
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
、
岩
宿
遺
跡
の
発
見

者
と
し
て
有
名
な
相
澤
忠
洋

氏
も
昭
和

（
１
９
５
８
）

33

年
の
発
掘
調
査
で
、
岩
宿
時

代
と
縄
文
時
代
の
橋
渡
し
と

な
る
時
期
（
縄
文
時
代
草
創

期
）
の
爪
形
文
土
器
と
住
居

跡
の
発
見
を
報
告
し
、
こ
の

時
期
を
考
え
る
上
で
重
要
な

遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
全
国
の

研
究
者
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成

（
１
９
９
８
）
年
か
ら
当
時
の

10

笠
懸
町
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代

草
創
期
の
２
つ
の
時
期
（
１
万
１
，
０
０
０
年
前
と

１
万
年
前
）
の
遺
物
が
多
数
見
つ
か
っ
た
ほ
か
、
イ

エ
や
貯
蔵
穴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
重
な
り
合
っ
て

見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
発
見
か
ら
、
こ
れ
ま
で
場

所
を
転
々
と
変
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
縄
文

時
代
草
創
期
の
人
々
の
暮
ら
し
が
、
実
は
１
つ
の
場

所
に
相
当
長
期
間
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
エ
や
貯
蔵
穴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
重

複
が
偶
然
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
当
時
の
人
々
は
遺

跡
の
場
所
に
繰
り
返
し
戻
っ
て
来
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
西
鹿
田
中
島
遺
跡
の
調
査
は
、
全
国
的
に
も

遺
跡
数
が
少
な
く
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た

縄
文
時
代
草
創
期
の
暮
ら
し
の
解
明
に
重
要
な
成
果

を
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
遺
跡
の
範
囲
を
調
べ
る
調
査
に
よ
り
、

面
積
は
１
万
㎡
を
超
え
、
草
創
期
の
遺
跡
と
し
て
は

全
国
有
数
の
規
模
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

東
日
本
を
代
表
す
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
跡
と
し

て
国
の
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
史
跡
の
保
存

と
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
中
島
の
薬
師
如
来

（
市
指
定
重
要
文
化
財

平
成
８
年
４
月

日
指
定
）

18

西
鹿
田
中
島
遺
跡
の
位
置
す
る
台
地
の
南
東
隅
に
、

「
辻
の
薬
師
堂
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
建
物
が
あ
り

ま
す
。
薬
師
様
は
座
っ
た
状
態
で
、
右
手
を
挙
げ
掌

を
外
側
に
向
け
た
施
無
畏
印
を
結
び
、
左
手
に
は
薬

せ

む

い

い

ん

壺
を
持
っ
て
い
る
な
ど
の

特
徴
か
ら
、
戦
国
時
代
の

製
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
建
物
内
に
は
ほ
か
に

も
１
体
薬
師
様
が
祭
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
江

戸
時
代
の
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
２
体
の
薬
師
如

来
像
は
、
地
域
の
人
た
ち

か
ら
目
の
神
様
と
し
て
信

仰
を
集
め
、
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
祭
り
は
毎
年

月

日
を
縁
日
と
し
て

11

12

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
文
化
財
係
緯

１
９
３
３

(76)

西鹿田中島遺跡（重なり合った１万年前のイエ）

中島の薬師如来（左側が戦国時代の薬師様）
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桐生保健福祉事務所の相談
会場 桐生保健福祉事務所［桐生市

相生町］緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日 毎月第１火曜日

時間 午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日 毎月第２金曜日

時間 午前10時～正午（要予約）

子どもたちの教育相談

期日 毎週月～金曜日

時間 午前９時～正午

午後１時～５時

会場 教育研究所電話教育相談室

緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

社会福祉協議会の相談
《心配ごと相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 11月25日峨・12月５日画

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【大間々支所 緯(72)4054】

期日 11月17日俄・★12月15日俄

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【東支所 緯(97)2828】

期日 11月10日俄・12月10日我

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

※★印の日は、弁護士相談（午後１時

～３時：要予約）も行います。

《高齢者相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 毎月第３水曜日

時間 午前10時30分～正午

会場 笠懸老人憩の家

無料人権相談

期日 毎週木曜日（休日除く）

時間 午後１時～４時

会場 前橋地方法務局桐生支局

緯(44)3526

相談員 人権擁護委員

休 日 当 番 医

（45）2828外内産婦浜松町１優和クリニック

11/23(日)
（72）1025内児大間々町萩原医院

（22）7211内天神町３城田クリニック

（72）7070眼大間々町青木眼科

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

11/24(月)
（54）8735内児相生町２前川内科医院

（44）7706内錦町２北川内科クリニック

（76）1110内皮笠懸町みどり病院

（76）6311内外整笠懸町東邦病院

11/30(日)
（44）3040児仲町２ひきた小児科クリニック

（44）3818内浜松町１細井内科医院

（72）1240内大間々町菅医院

（45）2525外内三吉町２水谷胃腸科外科医院

12/７(日)
（52）5253児相生町１志村医院

（52）3312内相生町２大澤医院

（70）7800泌内笠懸町くりた医院

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

12/14(日)
（45）2618児内本町６山田小児科内科医院

（53）3166内相生町１わたらせリバーサイドクリニック

（44）1010眼本町４北川眼科医院

（46）2929境野町２深澤接骨院
11/23(日)

（54）3218相生町２北沢接骨院

（22）4667宮前町１武藤接骨院
11/24(月)

（52）6336広沢町１中里接骨院

（52）0846広沢町５高橋接骨院
11/30(日)

（73）2310大間々町北沢接骨院

（47）0070新宿３河内接骨院
12/７(日)

（53）9966相生町１澤接骨院

（44）5100東７福間接骨院
12/14(日)

（43）4117仲町２中島接骨院仲町

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。
確認してお出かけください。

休日当番接骨院

料無 相 談
桐生市の法律相談（弁護士相談）
【市民相談室（桐生市役所２階）】

期日 11月20・27日牙、12月４日・

11日牙

時間 午前10時～正午（12月４日は

午後１時～３時を追加）

会場 桐生市役所市民相談室

［緯(46)1111（内線355）］

定員 １日あたり７人（12月４日は

14人）

予約 相談を希望する週の月曜日の

午前９時から、専用電話緯(22)2424

で先着順に受け付けます。

【黒保根支所】

期日 12月16日峨

定員 ７人

予約 12月11日牙午前９時から15日俄

午後３時まで、電話緯(96)2111で先

着順に受け付けます。

消費者相談
期日 毎週月～金曜日（祝日・年末

年始を除く）

時間 午前９時～正午

午後１時～４時

会場 消費生活センター（大間々庁

舎２階［緯(76)0987］）

※来所の際は、事前にご連絡くださ

い。

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

時間 午前10時～午後３時 緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

時間 午前９時～午後１時 緯0276（45）7320

休日歯科診療所

12月１日が納期限です。忘れずに納付しましょう。

今月の納税

国民健康保険税׉第５期
固定資産税׉׉׉第４期

行政相談・人権相談
《行政相談・人権相談》

期日 11月７日画・12月５日画

時間 午前10時～午後３時

会場 厚生会館１階［問い合わせは、

大間々民生課緯(76)1846へ］

相談員 人権擁護・行政相談委員

《行政相談》

期日 11月10日俄・12月10日我

時間 午前10時～正午

会場 東庁舎３階［緯(76)0984］

相談員 行政相談委員



2008年（平成20年） 11月号 (28)

９
月

日
、
市
役
所
大
間
々
庁
舎
大
会
議

24

室
で
み
ど
り
市
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

（
冬
・
春
）
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
内
の
冬
、
春
の

観
光
地
や
行
事
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
で
、

大
勢
の
人
が
み
ど
り
市
を
訪
れ
た
く
な
る
よ

う
な
観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
作
品
を
対
象
と
し
て
募

集
し
た
も
の
で
す
。
冬
の
部

点
、
春
の
部

53

１
７
８
点
の
合
計
２
３
１
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
次
の
方
々
の
作
品
が
入
賞

し
、
表
彰
状
と
賞
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
入
賞
作
品
は
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
次
の
日
程
で
展
示
し

ま
す
。

東
公
民
館

月

日
蚊
～

日
画

11

16

28

大
間
々
庁
舎

月

日
臥
～

月

日
画

11

29

12

12

笠
懸
公
民
館

月

日
臥
～

日
画

12

13

26

▼
問
い
合
わ
せ
先

観
光
政
策
課
観
光
政
策

係
緯

１
２
７
０

(76)

入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
冬
】

▼
最
優
秀
賞

大
澤
和
子

▼
優
秀
賞

新
井
広
行

▼
入
選

髙
間
邦
明
、
鴇
崎
與
四
郎
、
平
野

と

き

勝
海

▼
佳
作

松
島
立
男
、
長
島
多
麻
伎
、
細
内

康
正
、
今
泉
幸
一
、
新
井
義
恵

【
春
】

▼
最
優
秀
賞

酒
井
弘
二

▼
優
秀
賞

柴
﨑
誠

▼
入
選

星
野
紀
典
、
大
澤
和
子
、
阿
部
巖

▼
佳
作

富
田
稔
、
高
野
冨
美
雄
、
大
澤
弘

治
、
小
野
武
子
、
山
川
恭
雄

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

～
冬
・
春
の
入
賞
作
品
を
発
表
～

冬の最優秀賞「夜のとばり」 大澤和子さんの作品 春の最優秀賞「新緑」 酒井弘二さんの作品

発
行
／
み
ど
り
市
役
所

衣
379崖

2395
み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
2952番

地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
URL

http://www.city.midori.gunma.jp/
編
集
／
秘
書
課
広
報
広
聴
係

緯
(76)0957

思
(76)2449

笠懸町吹上地区で、第13回ひまわりの花畑まつ

りが開催され、一面に咲いたヒマワリが多くの観

光客の目を楽しませていました。

10月11日には、県立渡良瀬養護学校の生徒たち

による和太鼓や地元子ども会育成会による子ども

八木節、同12日には笠懸保存会による勇壮な「笠

懸の武技」のほか、いづみ太鼓の演奏やサーカス

学校の生徒による大道芸なども行われました。

また、スポーツ吹矢、かたくりの湯の源泉から

温水を引いた足湯、野点・
の だ て

呈茶や地場産品の販売
て い ち ゃ

なども多くの人でにぎわい大盛況でした。

͌͌͌まままͩͩͩりりりのののـــศศศままま̾̾̾りりり
～約10万本のヒマワリが彩る中、さまざまなイベントを開催～

▼

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

▲いづみ太鼓

▼笠懸の武技


